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豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
一
般
社
団
法
人
豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」は
、官
民
連
携
で

地
方
創
生
に
取
り
組
む
先
進
的
な
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。本

年
６
月
１
日
、観
光
産
業
を
更
に
伸
ば
す

た
め
に
設
立
さ
れ
、い
か
に
誘
客
す
る
か
、

ど
の
よ
う
に
情
報
発
信
す
る
か
、自
発
的
・

自
足
的
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

な
ど
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D
estination M

anagem
ent/M

arketing 

O
rganization

）は
、地
域
の
観
光
資
源
を
世
界

に
通
用
す
る
水
準
ま
で
磨
き
上
げ
る
た

め
に
、「
様
々
な
地
域
資
源
を
組
み
合
わ

せ
た 

観
光
地
の
一
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
、ウ
ェ
ブ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ 

ン
、効
果
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、戦
略
策
定
等
に
つ

い
て
、地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
観
光

地
域
づ 

く
り
の
推
進
主
体
」で
あ
る
。そ

し
て
、 

立
場
の
異
な
る
様
々
な
関
係
者
が

参
画
・連
携
す
る
こ
と
が
可
能
な
分
野
横

断
型(

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

型)

組
織
を

い
う
。

　
兵
庫
県
の
北
東
部（
但
馬
地
域
）に
位
置

す
る
豊
岡
市
は
、日
本
海
及
び
京
都
府
に

接
し
、平
成
17
年
４
月
１
日
、豊
岡
市
・城

崎
町
・竹
野
町
・日
高
町
・出
石
町
・但
東

町
の
１
市
５
町
が
合
併
し
て
で
き
た
県
最

大
の
市
で
あ
る（
面
積
６
９
７
・５
５
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息

す
る
豊
か
な
自
然
、１
３
０
０
年
の
歴
史

あ
る
名
湯「
城
崎
温
泉
」・但
馬
の
小
京
都

「
出
石
」・西
日
本
屈
指
の「
神
鍋
ス
キ
ー

場
」・山
陰
海
岸
屈
指
の
景
勝
地
で
あ
り
環

境
省
海
水
浴
場
水
質
調
査
最
高
ラ
ン
ク
の

「
水
質
Ａ
Ａ
」（
平
成
27
年
）の「
竹
野
海
水

浴
場
」な
ど
、数
多
く
の
特
色
あ
る
観
光
資

源
を
有
し
て
い
る
。ま
た
、 「
城
崎
国
際

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」は
舞
台
芸
術
の
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

場
所
と
し
て
注
目
だ
。ホ
ー
ル
、ス
タ
ジ

オ
、レ
ジ
デ
ン
ス（
宿
泊
施
設
）で
構
成
さ

れ
、舞
台
芸
術
の
発
表
の
場
と
し
て
だ
け

で
な
く
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
暮
ら
す
よ
う

に
長
期
滞
在
で
き
る「
ア
ー
テ
ィ
ス 

ト
・

イ
ン
・レ
ジ
デ
ン
ス
」の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。（
平
成
28
年
度
レ
ジ
デ
ン
ス
応
募
状
況

は
37
団
体
、う
ち
海
外
19
団
体
） 

。

　
豊
岡
市
の
人
口
は
、２
０
１
０ 

年
、８

万
５
９
２
人（
国
勢
調
査
）だ
っ
た
が
、減

少
の
ペ
ー
ス
を
加
速
し
、２
０
４
０ 

年
に

は 

５
万
７
６
０
８
人
と
推
計
さ
れ
、ひ
と

り
の
高
齢
者
を
生
産
年
齢
人
口 

１
・０ 

人
で
支
え
る
人
口
年
齢
構
造
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る（
２
０
６
０
年
の
推
計
人

口
は 

３
８
０
４
４
人
）。

　
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、２
０
１
１
年
は
、

豊
岡
市
宿
泊
者
数
１
１
４
万
５
０
０
０
人

の
内
１
１
１
８
人（
０
・９
％
）、２
０
１

５
年
は
１
２
２
万
４
０
０
０
人
の
内
３
万

４
３
１
８
人（
２
・８
％
）と
、４
年
で
約

30
倍
に
増
加
し
て
い
る
。豊
岡
市
は
人
口

減
社
会
に
お
け
る
経
済
活
性
化
の
方
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、観
光
産
業
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
き
た
。特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
取
り
込
み
に
新
た
な
機
能
を
持
つ
組

織
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
設
立

し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
み
、２
０
２
０
年
ま

で
に
外
国
人
宿
泊
者
数
10
万
人
を
目
指
し

て
い
る
。

　
新
た
な
機
能
と
は
、①
観
光
地
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能 

②
地
域
と
地
域
、事
業

者
と
事
業
者
を
つ
な
ぐ
機
能 

③
地
域
な

ら
で
は
の
旅
行
商
品
を
作
り
自
ら
観
光
客

を
呼
び
込
む
、で
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
地
域

の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、高
め
る（
地
域
事

業
者
の
売
上
・利
益
ア
ッ
プ
）」を
目
標
に

掲
げ
、デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
た
観
光
地

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
収
益
事
業
を
展
開
。具
体
的
に
は
宿

泊
予
約
サ
イ
ト
の
運
営
や
、着
地
型
ツ

ア
ー
の
企
画
販
売
、豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
販
売
を
行
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
尚
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
名

称
に
は「
観
光
自
体
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す 

」「
観
光
に
よ
っ
て
、地
域
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」と
い
う
二
つ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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一
般
社
団
法
人
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、先
進
的
取
り
組
み
の
証
と
し

て「
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
冠
が
付
く
。

　
観
光
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、民
間
企
業
４
社
が
基
金
を
拠

出
し
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
た
点
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。拠
出
額
は
、豊
岡
市
２
０
０
０
万

円
、ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
３
１
０
万
円
、全
但
バ
ス
株
式
会
社

３
１
０
万
円
、株
式
会
社
但
馬
銀
行
１
２

５
万
円
、但
馬
信
用
金
庫
１
２
５
万
円
。

ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、ウ
ィ

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社
が
１
０

０
％
出
資
し
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
参
画
す
る
た
め
に
設
立
し
た
地
域
商

社
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、高
速
路

線
バ
ス
事
業
、鉄
道
事
業
、Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
、観
光
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
な
ど
複
数
の
企
業
を
傘
下
に
持
つ

企
業
で
あ
る（
本
社
は
東
京
都
港
区
）。全

国
20
路
線
を
持
つ
高
速
バ
ス「W

ILLER 

EXPRESS JA
PA
N

」、京
都
丹
後
鉄
道

の
電
車
運
行
を
行
な
う「W

ILLER 

TRA
IN
S

」、Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
と
し
て
、会
員
数
３
２
０
万
人
の
予
約

サ
イ
ト「W

ILLER TRAV
EL

」を
運
営

す
る
他
、体
験
や
着
地
型
ツ
ア
ー
の
販
売

シ
ス
テ
ム「
ス
マ
ー
ト 

ト
ラ
ベ
ル
」を
有

し
て
い
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

は
、Ｉ
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
運
輸
事
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、地
域
資
源
の
商
品
化
・販
売

な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
。

　
全
但
バ
ス
は
但
馬
地
域
を
エ
リ
ア
と
す

る
地
域
密
着
型
の
バ
ス
会
社
で
あ
る
。２

０
１
５
年
３
月
、城
崎
温
泉
駅
前
に
城
崎

温
泉
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー『SO

Z
O
RO

（
そ
ぞ
ろ
）』を

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。単
に
、バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
い
う
だ
け
で
な
く
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
も
対
応
で
き
る
観
光
案
内
機
能
、ツ
ア
ー

販
売
な
ど
旅
行
セ
ン
タ
ー
機
能
も
有
し
て

い
る
。今
後
、但
馬
地
域
内
の
バ
ス
交
通
の

整
備
や
強
化
を
進
め
る
。ツ
ー
リ
ス
ト
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、事
業

実
行
部
隊
と
し
て
事
業
本
部
を
設
置
し
、

経
営
管
理
部
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
、営
業

部
を
設
け
て
い
る
。そ
し
て
事
業
本
部
長

に
大
手
商
社
三
井
物
産
株
式
会
社
か
ら
、

職
員
は
ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

全
但
バ
ス
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
、但
馬
銀
行
、豊
岡
市

か
ら
派
遣
を
受
け
、合
計
７
名
体
制（
10
月

か
ら
８
名
体
制
）で
事
業
の
実
務
を
行
っ

て
い
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
今
後
、

市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
飲
食
店
・宿
泊
業
、

か
ば
ん
製
造
業
に
着
目
し
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
の
運
営
、着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
・販

売
、豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
と
い
っ

た
収
益
事
業
を
展
開
す
る
計
画
だ
。ウ
ィ

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、全
但
バ
ス
の
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

な
る
に
違
い
な
い
。ま
た
、但
馬
銀
行
と
但

馬
信
用
金
庫
は
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化

や
参
入
を
考
え
る
地
域
事
業
者
に
対
し
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
グ
や
融
資
な
ど
事
業
化
支

援
を
行
う
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
事

業
は
次
の
通
り
だ
。

●
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
推
進

 

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
の
継
続
的
な
収

   

集
分
析
共
有
、戦
略
策
定
推
進

 

・
地
域
事
業
者
の
発
掘
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

   

に
よ
る
着
地
型
観
光
創
出

 

・
事
業
者
へ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援

 

・
人
材
育
成（
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
）

●
収
益
事
業
の
実
施（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

　
フ
ォ
ー
カ
ス
）

 

・
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
の
運
営

 

・
着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
販
売

 

・
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売

　
例
え
ば
、城
崎
温
泉
で
は
繁
忙
期
と
閑

散
期
の「
差
」が
大
き
い
。４
月
〜
７
月
、９

月
〜
10
月
が
閑
散
期
で
あ
る
。宿
泊
施
設

は
繁
忙
期
に
は
派
遣
労
働
で
業
務
に
対
応

し
て
い
る
が
、閑
散
期
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、派
遣
労
働

の
通
年
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。既

に
可
動
し
て
い
る
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

「V
isit Kinosaki

」は
英
語
、フ
ラ
ン
ス

語
に
対
応
し
、着
地
型
体
験
ツ
ア
ー
の
企

画
販
売
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
程
な
く
始

ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い

て
は
、デ
ー
タ
分
析
の
プ
ロ
人
材
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
聘
し
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
用
い
て
各
種
観
光
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
を
強
化
し
、戦
略
的
な
観
光
地
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
、効
果
的
な
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
。

　
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
に
関
し
て

は
、日
本
一
の
か
ば
ん
産
地（
平
成
26
年 

製
造
品
出
荷
額
１
１
３
億
円
）で
あ
る
こ

と
に
着
目
し
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の

事
業
展
開
を
試
み
る
。

　
豊
岡
市
に
隣
接
す
る
京
丹
後
市
は
、平

成
16
年
に
峰
山
町
、大
宮
町
、網
野
町
、丹

後
町
、弥
栄
町
、久
美
浜
町
の
６
町
が
合
併

し
て
で
き
た
ま
ち
で
、夕
日
ヶ
浦
海
岸
や

久
美
浜
な
ど
風
光
明
媚
な
自
然
を
有
し
て

い
る
。

　
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
は
、府
県
は
異
な

る
が
、古
来
よ
り
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
き
た
。行
政
の
繋
が
り
も
強
く
、

平
成
19
年
度
か
ら
年
に
一
度「
合
同
会
議
」

を
開
催
し
、市
民
が
相
互
の
図
書
館
を
利

用
、鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
整
備
促

進
活
用
、コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用

促
進
活
動
な
ど
を
共
に
進
め
て
い
る
。更

に
現
在
、外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
向
け
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
も
共
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、ウ
ィ
ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

は
、京
都
府
北
部
で
京
都
丹
後
鉄
道
を
運

営
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、豊
岡
観
光
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、豊
岡
市
・京
丹
後
市
を

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
、京
丹
後

市
と
の
広
域
連
携
に
も
取
り
組
む
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
、市
域
の
境
界
は
関

係
な
い
。京
丹
後
市
と
の
連
携
が
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
商
品
開
発
を
可
能
に
し
、最
も

効
果
的
な
の
で
あ
る
。

　
地
域
固
有
の
も
の
、ロ
ー
カ
ル
な
も
の

が
輝
く
チ
ャ
ン
ス
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

豊
岡
市
は
、人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、雇
用
創
出
策
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と
な

り
推
進
し
、一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

こ
の
方
向
を
確
固
と
し
た
も
の
に
す
る
た

め
に
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
が
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の

　
ま
た
、豊
岡
市
に
は
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設

立
以
前
か
ら「
海
外
レ
ッ
プ
」と
い
う
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。レ
ッ
プ（Rep

）はRep-

resentative

の
略
で
、代
理
人
、代
弁
者

で
あ
る
。既
に
、東
京
、京
都
、石
川
、奈
良

な
ど
日
本
の
多
く
の
都
市
で「
観
光
レ
ッ

プ
」が
行
わ
れ
て
い
る
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
に

お
い
て
旅
行
動
向
な
ど
の
情
報
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、現
地
旅
行
業
者
や
メ
デ
ィ

ア
に
観
光
資
源
情
報
を
提
供
、セ
ー
ル
ス

及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
。豊
岡
市

の
場
合
、パ
リ
に
レ
ッ
プ
を
置
き
、欧
州
メ

デ
ィ
ア
に
豊
岡
の
観
光
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

　
Ｆ
ａ
ｍ
ト
リ
ッ
プ（
Ｆ
ａ
ｍ
ツ
ア
ー
）が
、

誘
客
促
進
の
た
め
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、現
地
の

旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
拡
散

さ
れ
る
観
光
情
報
が
効
果
的
だ
と
い
う
こ

と
だ
。レ
ッ
プ
の
効
果
は
人
材
に
左
右
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国

の
メ
デ
ィ
ア
に
い
か
に
情
報
を
提
供
し
掲

載
に
こ
ぎ
着
け
る
か
は
、今
後
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。勿
論
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
拡
散
も
ネ
イ

テ
ィ
ブ
で
行
わ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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耐震

緊急開放・強制放水弁

給水口付急速空気弁

豊
岡
市
概
要
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立

　
彦
根
で
は
７
月
29
日
、「
光
と
ア
ー
ト
で

発
信
す
る
付
加
価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
）

事
業
」第
２
回
組
織
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

事
業
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。こ
の
事
業
は

国
の「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」を
受
け

て
行
わ
れ
る
。次
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
。

　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正
に
お
い

て
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た

緊
急
対
応
と
し
て
、１
０
０
０
億
円
の
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
創
設
し
た
。こ

れ
は
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
各
自
治

体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高

め
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
申
請
に
は
、全
国
の
都
道
府
県

市
町
村
が
応
募
し
、申
請
事
業
数
２
７
４

４
件
の
う
ち
、交
付
対
象
事
業
数
は
１
９

２
６
件
。彦
根
市
・
多
賀
町
の
地
域
連
携

に
よ
る「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加

価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」も

採
択
さ
れ
、「
彦
根
・
多
賀
地
域
連
携
組
織

委
員
会
」と「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
」は
、人
口
減
の

歯
止
め
と
経
済
活
性
化（
雇
用
拡
大
）を

目
的
に
、来
年
３
月
ま
で
連
続
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
く
。

　
鈴
鹿
の
山
々
と
琵
琶
湖
、歴
史
的
景
観

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
の
数
多
く
の
事
業

成
果
は
、ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

全
但
バ
ス
株
式
会
社
の
参
画
と
三
井
物

産
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
の
派
遣
で
あ
ろ
う
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
が

稼
働
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。ド
イ
ツ
の

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」のw

eb site

に

は
、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
観
光
情
報
が

掲
載
さ
れ
、ド
イ
ツ
語
の
他
６
カ
国
語
に

多
言
語
化
さ
れ
て
い
る
。日
本
語
の
ペ
ー

ジ
も
用
意
さ
れ
、ニ
ュ
ー
ス
・歴
史
・地
図
・

旅
行
・芸
術
・文
化
・美
食
・ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
バ
ス
宿
泊
・キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
・ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・イ

ベ
ン
ト
・野
外
劇
場
・ゴ
ル
フ
・サ
イ
ク
リ

ン
グ
・ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、お
お
よ
そ
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
、予
約
も
日
本
で

す
る
こ
と
が
で
き
る
。サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

至
っ
て
は
、ホ
テ
ル
か
ら
ホ
テ
ル
へ
毎
日

荷
物
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
ま
で
得
る
こ
と

が
可
能
だ
。そ
れ
を「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

協
議
会
」が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
、マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。こ
れ
が
ひ
と
つ
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
原
形
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
よ

く
目
に
す
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、既

に
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
体
験
や
着
地
型
ツ

ア
ー
の
販
売
シ
ス
テ
ム
、移
動
手
段
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
収
益
事
業
の
実
施
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

は
、京
都
府
、大
阪
府
、岐
阜
県
、愛
知
県
を

重
点
エ
リ
ア
と
し
て
観
光
誘
客
を
図
り
、

関
東
や
海
外
か
ら
も
観
光
誘
致
を
狙
う
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創

造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」は
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
の
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
学
び
、外
国
人

誘
客
に
向
け
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

「
時
」な
の
で
あ
る
。

写真：パフォーミングアーツに特化した日本最規模の施設「城崎国際アートセンター」
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豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
一
般
社
団
法
人
豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」は
、官
民
連
携
で

地
方
創
生
に
取
り
組
む
先
進
的
な
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。本

年
６
月
１
日
、観
光
産
業
を
更
に
伸
ば
す

た
め
に
設
立
さ
れ
、い
か
に
誘
客
す
る
か
、

ど
の
よ
う
に
情
報
発
信
す
る
か
、自
発
的
・

自
足
的
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

な
ど
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estination M
anagem

ent/M
arketing 

O
rganization

）は
、地
域
の
観
光
資
源
を
世
界

に
通
用
す
る
水
準
ま
で
磨
き
上
げ
る
た

め
に
、「
様
々
な
地
域
資
源
を
組
み
合
わ

せ
た 

観
光
地
の
一
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
、ウ
ェ
ブ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ 

ン
、効
果
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、戦
略
策
定
等
に
つ

い
て
、地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
観
光

地
域
づ 

く
り
の
推
進
主
体
」で
あ
る
。そ

し
て
、 

立
場
の
異
な
る
様
々
な
関
係
者
が

参
画
・連
携
す
る
こ
と
が
可
能
な
分
野
横

断
型(

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

型)

組
織
を

い
う
。

　
兵
庫
県
の
北
東
部（
但
馬
地
域
）に
位
置

す
る
豊
岡
市
は
、日
本
海
及
び
京
都
府
に

接
し
、平
成
17
年
４
月
１
日
、豊
岡
市
・城

崎
町
・竹
野
町
・日
高
町
・出
石
町
・但
東

町
の
１
市
５
町
が
合
併
し
て
で
き
た
県
最

大
の
市
で
あ
る（
面
積
６
９
７
・５
５
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息

す
る
豊
か
な
自
然
、１
３
０
０
年
の
歴
史

あ
る
名
湯「
城
崎
温
泉
」・但
馬
の
小
京
都

「
出
石
」・西
日
本
屈
指
の「
神
鍋
ス
キ
ー

場
」・山
陰
海
岸
屈
指
の
景
勝
地
で
あ
り
環

境
省
海
水
浴
場
水
質
調
査
最
高
ラ
ン
ク
の

「
水
質
Ａ
Ａ
」（
平
成
27
年
）の「
竹
野
海
水

浴
場
」な
ど
、数
多
く
の
特
色
あ
る
観
光
資

源
を
有
し
て
い
る
。ま
た
、 「
城
崎
国
際

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」は
舞
台
芸
術
の
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

場
所
と
し
て
注
目
だ
。ホ
ー
ル
、ス
タ
ジ

オ
、レ
ジ
デ
ン
ス（
宿
泊
施
設
）で
構
成
さ

れ
、舞
台
芸
術
の
発
表
の
場
と
し
て
だ
け

で
な
く
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
暮
ら
す
よ
う

に
長
期
滞
在
で
き
る「
ア
ー
テ
ィ
ス 

ト
・

イ
ン
・レ
ジ
デ
ン
ス
」の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。（
平
成
28
年
度
レ
ジ
デ
ン
ス
応
募
状
況

は
37
団
体
、う
ち
海
外
19
団
体
） 

。

　
豊
岡
市
の
人
口
は
、２
０
１
０ 

年
、８

万
５
９
２
人（
国
勢
調
査
）だ
っ
た
が
、減

少
の
ペ
ー
ス
を
加
速
し
、２
０
４
０ 

年
に

は 

５
万
７
６
０
８
人
と
推
計
さ
れ
、ひ
と

り
の
高
齢
者
を
生
産
年
齢
人
口 

１
・０ 

人
で
支
え
る
人
口
年
齢
構
造
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る（
２
０
６
０
年
の
推
計
人

口
は 

３
８
０
４
４
人
）。

　
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、２
０
１
１
年
は
、

豊
岡
市
宿
泊
者
数
１
１
４
万
５
０
０
０
人

の
内
１
１
１
８
人（
０
・９
％
）、２
０
１

５
年
は
１
２
２
万
４
０
０
０
人
の
内
３
万

４
３
１
８
人（
２
・８
％
）と
、４
年
で
約

30
倍
に
増
加
し
て
い
る
。豊
岡
市
は
人
口

減
社
会
に
お
け
る
経
済
活
性
化
の
方
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、観
光
産
業
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
き
た
。特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
取
り
込
み
に
新
た
な
機
能
を
持
つ
組

織
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
設
立

し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
み
、２
０
２
０
年
ま

で
に
外
国
人
宿
泊
者
数
10
万
人
を
目
指
し

て
い
る
。

　
新
た
な
機
能
と
は
、①
観
光
地
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能 

②
地
域
と
地
域
、事
業

者
と
事
業
者
を
つ
な
ぐ
機
能 

③
地
域
な

ら
で
は
の
旅
行
商
品
を
作
り
自
ら
観
光
客

を
呼
び
込
む
、で
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
地
域

の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、高
め
る（
地
域
事

業
者
の
売
上
・利
益
ア
ッ
プ
）」を
目
標
に

掲
げ
、デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
た
観
光
地

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
収
益
事
業
を
展
開
。具
体
的
に
は
宿

泊
予
約
サ
イ
ト
の
運
営
や
、着
地
型
ツ

ア
ー
の
企
画
販
売
、豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
販
売
を
行
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
尚
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
名

称
に
は「
観
光
自
体
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す 

」「
観
光
に
よ
っ
て
、地
域
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」と
い
う
二
つ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、先
進
的
取
り
組
み
の
証
と
し

て「
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
冠
が
付
く
。

　
観
光
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、民
間
企
業
４
社
が
基
金
を
拠

出
し
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
た
点
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。拠
出
額
は
、豊
岡
市
２
０
０
０
万

円
、ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
３
１
０
万
円
、全
但
バ
ス
株
式
会
社

３
１
０
万
円
、株
式
会
社
但
馬
銀
行
１
２

５
万
円
、但
馬
信
用
金
庫
１
２
５
万
円
。

ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、ウ
ィ

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社
が
１
０

０
％
出
資
し
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
参
画
す
る
た
め
に
設
立
し
た
地
域
商

社
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、高
速
路

線
バ
ス
事
業
、鉄
道
事
業
、Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
、観
光
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
な
ど
複
数
の
企
業
を
傘
下
に
持
つ

企
業
で
あ
る（
本
社
は
東
京
都
港
区
）。全

国
20
路
線
を
持
つ
高
速
バ
ス「W

ILLER 

EXPRESS JA
PA
N

」、京
都
丹
後
鉄
道

の
電
車
運
行
を
行
な
う「W

ILLER 

TRA
IN
S

」、Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
と
し
て
、会
員
数
３
２
０
万
人
の
予
約

サ
イ
ト「W

ILLER TRAV
EL

」を
運
営

す
る
他
、体
験
や
着
地
型
ツ
ア
ー
の
販
売

シ
ス
テ
ム「
ス
マ
ー
ト 

ト
ラ
ベ
ル
」を
有

し
て
い
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

は
、Ｉ
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
運
輸
事
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、地
域
資
源
の
商
品
化
・販
売

な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
。

　
全
但
バ
ス
は
但
馬
地
域
を
エ
リ
ア
と
す

る
地
域
密
着
型
の
バ
ス
会
社
で
あ
る
。２

０
１
５
年
３
月
、城
崎
温
泉
駅
前
に
城
崎

温
泉
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー『SO

Z
O
RO

（
そ
ぞ
ろ
）』を

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。単
に
、バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
い
う
だ
け
で
な
く
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
も
対
応
で
き
る
観
光
案
内
機
能
、ツ
ア
ー

販
売
な
ど
旅
行
セ
ン
タ
ー
機
能
も
有
し
て

い
る
。今
後
、但
馬
地
域
内
の
バ
ス
交
通
の

整
備
や
強
化
を
進
め
る
。ツ
ー
リ
ス
ト
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、事
業

実
行
部
隊
と
し
て
事
業
本
部
を
設
置
し
、

経
営
管
理
部
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
、営
業

部
を
設
け
て
い
る
。そ
し
て
事
業
本
部
長

に
大
手
商
社
三
井
物
産
株
式
会
社
か
ら
、

職
員
は
ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

全
但
バ
ス
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
、但
馬
銀
行
、豊
岡
市

か
ら
派
遣
を
受
け
、合
計
７
名
体
制（
10
月

か
ら
８
名
体
制
）で
事
業
の
実
務
を
行
っ

て
い
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
今
後
、

市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
飲
食
店
・宿
泊
業
、

か
ば
ん
製
造
業
に
着
目
し
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
の
運
営
、着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
・販

売
、豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
と
い
っ

た
収
益
事
業
を
展
開
す
る
計
画
だ
。ウ
ィ

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、全
但
バ
ス
の
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

な
る
に
違
い
な
い
。ま
た
、但
馬
銀
行
と
但

馬
信
用
金
庫
は
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化

や
参
入
を
考
え
る
地
域
事
業
者
に
対
し
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
グ
や
融
資
な
ど
事
業
化
支

援
を
行
う
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
事

業
は
次
の
通
り
だ
。

●
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
推
進

 
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
の
継
続
的
な
収

   
集
分
析
共
有
、戦
略
策
定
推
進

 

・
地
域
事
業
者
の
発
掘
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

   

に
よ
る
着
地
型
観
光
創
出

 

・
事
業
者
へ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援

 

・
人
材
育
成（
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
）

●
収
益
事
業
の
実
施（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

　
フ
ォ
ー
カ
ス
）

 

・
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
の
運
営

 

・
着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
販
売

 

・
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売

　
例
え
ば
、城
崎
温
泉
で
は
繁
忙
期
と
閑

散
期
の「
差
」が
大
き
い
。４
月
〜
７
月
、９

月
〜
10
月
が
閑
散
期
で
あ
る
。宿
泊
施
設

は
繁
忙
期
に
は
派
遣
労
働
で
業
務
に
対
応

し
て
い
る
が
、閑
散
期
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、派
遣
労
働

の
通
年
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。既

に
可
動
し
て
い
る
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

「V
isit Kinosaki

」は
英
語
、フ
ラ
ン
ス

語
に
対
応
し
、着
地
型
体
験
ツ
ア
ー
の
企

画
販
売
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
程
な
く
始

ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い

て
は
、デ
ー
タ
分
析
の
プ
ロ
人
材
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
聘
し
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
用
い
て
各
種
観
光
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
を
強
化
し
、戦
略
的
な
観
光
地
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
、効
果
的
な
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
。

　
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
に
関
し
て

は
、日
本
一
の
か
ば
ん
産
地（
平
成
26
年 

製
造
品
出
荷
額
１
１
３
億
円
）で
あ
る
こ

と
に
着
目
し
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の

事
業
展
開
を
試
み
る
。

　
豊
岡
市
に
隣
接
す
る
京
丹
後
市
は
、平

成
16
年
に
峰
山
町
、大
宮
町
、網
野
町
、丹

後
町
、弥
栄
町
、久
美
浜
町
の
６
町
が
合
併

し
て
で
き
た
ま
ち
で
、夕
日
ヶ
浦
海
岸
や

久
美
浜
な
ど
風
光
明
媚
な
自
然
を
有
し
て

い
る
。

　
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
は
、府
県
は
異
な

る
が
、古
来
よ
り
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
き
た
。行
政
の
繋
が
り
も
強
く
、

平
成
19
年
度
か
ら
年
に
一
度「
合
同
会
議
」

を
開
催
し
、市
民
が
相
互
の
図
書
館
を
利

用
、鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
整
備
促

進
活
用
、コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用

促
進
活
動
な
ど
を
共
に
進
め
て
い
る
。更

に
現
在
、外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
向
け
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
も
共
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、ウ
ィ
ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

は
、京
都
府
北
部
で
京
都
丹
後
鉄
道
を
運

営
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、豊
岡
観
光
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、豊
岡
市
・京
丹
後
市
を

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
、京
丹
後

市
と
の
広
域
連
携
に
も
取
り
組
む
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
、市
域
の
境
界
は
関

係
な
い
。京
丹
後
市
と
の
連
携
が
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
商
品
開
発
を
可
能
に
し
、最
も

効
果
的
な
の
で
あ
る
。

　
地
域
固
有
の
も
の
、ロ
ー
カ
ル
な
も
の

が
輝
く
チ
ャ
ン
ス
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

豊
岡
市
は
、人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、雇
用
創
出
策
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と
な

り
推
進
し
、一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

こ
の
方
向
を
確
固
と
し
た
も
の
に
す
る
た

め
に
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
が
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の

　
ま
た
、豊
岡
市
に
は
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設

立
以
前
か
ら「
海
外
レ
ッ
プ
」と
い
う
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。レ
ッ
プ（Rep

）はRep-

resentative

の
略
で
、代
理
人
、代
弁
者

で
あ
る
。既
に
、東
京
、京
都
、石
川
、奈
良

な
ど
日
本
の
多
く
の
都
市
で「
観
光
レ
ッ

プ
」が
行
わ
れ
て
い
る
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
に

お
い
て
旅
行
動
向
な
ど
の
情
報
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、現
地
旅
行
業
者
や
メ
デ
ィ

ア
に
観
光
資
源
情
報
を
提
供
、セ
ー
ル
ス

及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
。豊
岡
市

の
場
合
、パ
リ
に
レ
ッ
プ
を
置
き
、欧
州
メ

デ
ィ
ア
に
豊
岡
の
観
光
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

　
Ｆ
ａ
ｍ
ト
リ
ッ
プ（
Ｆ
ａ
ｍ
ツ
ア
ー
）が
、

誘
客
促
進
の
た
め
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、現
地
の

旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
拡
散

さ
れ
る
観
光
情
報
が
効
果
的
だ
と
い
う
こ

と
だ
。レ
ッ
プ
の
効
果
は
人
材
に
左
右
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国

の
メ
デ
ィ
ア
に
い
か
に
情
報
を
提
供
し
掲

載
に
こ
ぎ
着
け
る
か
は
、今
後
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。勿
論
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
拡
散
も
ネ
イ

テ
ィ
ブ
で
行
わ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
組
織
と
事
業

豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
広
域
連
携

　
彦
根
で
は
７
月
29
日
、「
光
と
ア
ー
ト
で

発
信
す
る
付
加
価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
）

事
業
」第
２
回
組
織
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

事
業
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。こ
の
事
業
は

国
の「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」を
受
け

て
行
わ
れ
る
。次
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
。

　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正
に
お
い

て
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た

緊
急
対
応
と
し
て
、１
０
０
０
億
円
の
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
創
設
し
た
。こ

れ
は
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
各
自
治

体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高

め
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
申
請
に
は
、全
国
の
都
道
府
県

市
町
村
が
応
募
し
、申
請
事
業
数
２
７
４

４
件
の
う
ち
、交
付
対
象
事
業
数
は
１
９

２
６
件
。彦
根
市
・
多
賀
町
の
地
域
連
携

に
よ
る「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加

価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」も

採
択
さ
れ
、「
彦
根
・
多
賀
地
域
連
携
組
織

委
員
会
」と「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
」は
、人
口
減
の

歯
止
め
と
経
済
活
性
化（
雇
用
拡
大
）を

目
的
に
、来
年
３
月
ま
で
連
続
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
く
。

　
鈴
鹿
の
山
々
と
琵
琶
湖
、歴
史
的
景
観

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
の
数
多
く
の
事
業

民
間
企
業
４
社
が
基
金
を
拠
出

▶宿泊予約サイト「Visit Kinosaki」

成
果
は
、ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

全
但
バ
ス
株
式
会
社
の
参
画
と
三
井
物

産
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
の
派
遣
で
あ
ろ
う
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
が

稼
働
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。ド
イ
ツ
の

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」のw
eb site

に

は
、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
観
光
情
報
が

掲
載
さ
れ
、ド
イ
ツ
語
の
他
６
カ
国
語
に

多
言
語
化
さ
れ
て
い
る
。日
本
語
の
ペ
ー

ジ
も
用
意
さ
れ
、ニ
ュ
ー
ス
・歴
史
・地
図
・

旅
行
・芸
術
・文
化
・美
食
・ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
バ
ス
宿
泊
・キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
・ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・イ

ベ
ン
ト
・野
外
劇
場
・ゴ
ル
フ
・サ
イ
ク
リ

ン
グ
・ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、お
お
よ
そ
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
、予
約
も
日
本
で

す
る
こ
と
が
で
き
る
。サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

至
っ
て
は
、ホ
テ
ル
か
ら
ホ
テ
ル
へ
毎
日

荷
物
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
ま
で
得
る
こ
と

が
可
能
だ
。そ
れ
を「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

協
議
会
」が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
、マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。こ
れ
が
ひ
と
つ
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
原
形
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
よ

く
目
に
す
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、既

に
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
体
験
や
着
地
型
ツ

ア
ー
の
販
売
シ
ス
テ
ム
、移
動
手
段
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
収
益
事
業
の
実
施
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

は
、京
都
府
、大
阪
府
、岐
阜
県
、愛
知
県
を

重
点
エ
リ
ア
と
し
て
観
光
誘
客
を
図
り
、

関
東
や
海
外
か
ら
も
観
光
誘
致
を
狙
う
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創

造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」は
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
の
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
学
び
、外
国
人

誘
客
に
向
け
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

「
時
」な
の
で
あ
る
。

豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
学
ぶ

写真：城崎温泉街

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

東アジア 東南アジア オセアニア 欧州 北米 不明 合計

繁忙期 繁忙期繁忙期閑散期 閑散期

閑散期対策 通年雇用に向けて
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豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
一
般
社
団
法
人
豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」は
、官
民
連
携
で

地
方
創
生
に
取
り
組
む
先
進
的
な
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。本

年
６
月
１
日
、観
光
産
業
を
更
に
伸
ば
す

た
め
に
設
立
さ
れ
、い
か
に
誘
客
す
る
か
、

ど
の
よ
う
に
情
報
発
信
す
る
か
、自
発
的
・

自
足
的
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

な
ど
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estination M
anagem

ent/M
arketing 

O
rganization

）は
、地
域
の
観
光
資
源
を
世
界

に
通
用
す
る
水
準
ま
で
磨
き
上
げ
る
た

め
に
、「
様
々
な
地
域
資
源
を
組
み
合
わ

せ
た 

観
光
地
の
一
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
、ウ
ェ
ブ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ 

ン
、効
果
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、戦
略
策
定
等
に
つ

い
て
、地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
観
光

地
域
づ 

く
り
の
推
進
主
体
」で
あ
る
。そ

し
て
、 

立
場
の
異
な
る
様
々
な
関
係
者
が

参
画
・連
携
す
る
こ
と
が
可
能
な
分
野
横

断
型(

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

型)

組
織
を

い
う
。

　
兵
庫
県
の
北
東
部（
但
馬
地
域
）に
位
置

す
る
豊
岡
市
は
、日
本
海
及
び
京
都
府
に

接
し
、平
成
17
年
４
月
１
日
、豊
岡
市
・城

崎
町
・竹
野
町
・日
高
町
・出
石
町
・但
東

町
の
１
市
５
町
が
合
併
し
て
で
き
た
県
最

大
の
市
で
あ
る（
面
積
６
９
７
・５
５
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息

す
る
豊
か
な
自
然
、１
３
０
０
年
の
歴
史

あ
る
名
湯「
城
崎
温
泉
」・但
馬
の
小
京
都

「
出
石
」・西
日
本
屈
指
の「
神
鍋
ス
キ
ー

場
」・山
陰
海
岸
屈
指
の
景
勝
地
で
あ
り
環

境
省
海
水
浴
場
水
質
調
査
最
高
ラ
ン
ク
の

「
水
質
Ａ
Ａ
」（
平
成
27
年
）の「
竹
野
海
水

浴
場
」な
ど
、数
多
く
の
特
色
あ
る
観
光
資

源
を
有
し
て
い
る
。ま
た
、 「
城
崎
国
際

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」は
舞
台
芸
術
の
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

場
所
と
し
て
注
目
だ
。ホ
ー
ル
、ス
タ
ジ

オ
、レ
ジ
デ
ン
ス（
宿
泊
施
設
）で
構
成
さ

れ
、舞
台
芸
術
の
発
表
の
場
と
し
て
だ
け

で
な
く
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
暮
ら
す
よ
う

に
長
期
滞
在
で
き
る「
ア
ー
テ
ィ
ス 

ト
・

イ
ン
・レ
ジ
デ
ン
ス
」の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。（
平
成
28
年
度
レ
ジ
デ
ン
ス
応
募
状
況

は
37
団
体
、う
ち
海
外
19
団
体
） 

。

　
豊
岡
市
の
人
口
は
、２
０
１
０ 

年
、８

万
５
９
２
人（
国
勢
調
査
）だ
っ
た
が
、減

少
の
ペ
ー
ス
を
加
速
し
、２
０
４
０ 

年
に

は 

５
万
７
６
０
８
人
と
推
計
さ
れ
、ひ
と

り
の
高
齢
者
を
生
産
年
齢
人
口 

１
・０ 

人
で
支
え
る
人
口
年
齢
構
造
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る（
２
０
６
０
年
の
推
計
人

口
は 

３
８
０
４
４
人
）。

　
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、２
０
１
１
年
は
、

豊
岡
市
宿
泊
者
数
１
１
４
万
５
０
０
０
人

の
内
１
１
１
８
人（
０
・９
％
）、２
０
１

５
年
は
１
２
２
万
４
０
０
０
人
の
内
３
万

４
３
１
８
人（
２
・８
％
）と
、４
年
で
約

30
倍
に
増
加
し
て
い
る
。豊
岡
市
は
人
口

減
社
会
に
お
け
る
経
済
活
性
化
の
方
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、観
光
産
業
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
き
た
。特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
取
り
込
み
に
新
た
な
機
能
を
持
つ
組

織
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
設
立

し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
み
、２
０
２
０
年
ま

で
に
外
国
人
宿
泊
者
数
10
万
人
を
目
指
し

て
い
る
。

　
新
た
な
機
能
と
は
、①
観
光
地
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能 

②
地
域
と
地
域
、事
業

者
と
事
業
者
を
つ
な
ぐ
機
能 

③
地
域
な

ら
で
は
の
旅
行
商
品
を
作
り
自
ら
観
光
客

を
呼
び
込
む
、で
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
地
域

の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、高
め
る（
地
域
事

業
者
の
売
上
・利
益
ア
ッ
プ
）」を
目
標
に

掲
げ
、デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
た
観
光
地

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
た
収
益
事
業
を
展
開
。具
体
的
に
は
宿

泊
予
約
サ
イ
ト
の
運
営
や
、着
地
型
ツ

ア
ー
の
企
画
販
売
、豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
販
売
を
行
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
尚
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
名

称
に
は「
観
光
自
体
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す 

」「
観
光
に
よ
っ
て
、地
域
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」と
い
う
二
つ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、先
進
的
取
り
組
み
の
証
と
し

て「
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
冠
が
付
く
。

　
観
光
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、民
間
企
業
４
社
が
基
金
を
拠

出
し
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
た
点
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。拠
出
額
は
、豊
岡
市
２
０
０
０
万

円
、ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
３
１
０
万
円
、全
但
バ
ス
株
式
会
社

３
１
０
万
円
、株
式
会
社
但
馬
銀
行
１
２

５
万
円
、但
馬
信
用
金
庫
１
２
５
万
円
。

ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、ウ
ィ

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社
が
１
０

０
％
出
資
し
、豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
参
画
す
る
た
め
に
設
立
し
た
地
域
商

社
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、高
速
路

線
バ
ス
事
業
、鉄
道
事
業
、Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
、観
光
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
な
ど
複
数
の
企
業
を
傘
下
に
持
つ

企
業
で
あ
る（
本
社
は
東
京
都
港
区
）。全

国
20
路
線
を
持
つ
高
速
バ
ス「W

ILLER 

EXPRESS JA
PA
N

」、京
都
丹
後
鉄
道

の
電
車
運
行
を
行
な
う「W

ILLER 

TRA
IN
S

」、Ｉ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
と
し
て
、会
員
数
３
２
０
万
人
の
予
約

サ
イ
ト「W

ILLER TRAV
EL

」を
運
営

す
る
他
、体
験
や
着
地
型
ツ
ア
ー
の
販
売

シ
ス
テ
ム「
ス
マ
ー
ト 

ト
ラ
ベ
ル
」を
有

し
て
い
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

は
、Ｉ
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
運
輸
事
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、地
域
資
源
の
商
品
化
・販
売

な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
。

　
全
但
バ
ス
は
但
馬
地
域
を
エ
リ
ア
と
す

る
地
域
密
着
型
の
バ
ス
会
社
で
あ
る
。２

０
１
５
年
３
月
、城
崎
温
泉
駅
前
に
城
崎

温
泉
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー『SO

Z
O
RO

（
そ
ぞ
ろ
）』を

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。単
に
、バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
い
う
だ
け
で
な
く
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
も
対
応
で
き
る
観
光
案
内
機
能
、ツ
ア
ー

販
売
な
ど
旅
行
セ
ン
タ
ー
機
能
も
有
し
て

い
る
。今
後
、但
馬
地
域
内
の
バ
ス
交
通
の

整
備
や
強
化
を
進
め
る
。ツ
ー
リ
ス
ト
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、事
業

実
行
部
隊
と
し
て
事
業
本
部
を
設
置
し
、

経
営
管
理
部
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
、営
業

部
を
設
け
て
い
る
。そ
し
て
事
業
本
部
長

に
大
手
商
社
三
井
物
産
株
式
会
社
か
ら
、

職
員
は
ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

全
但
バ
ス
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
、但
馬
銀
行
、豊
岡
市

か
ら
派
遣
を
受
け
、合
計
７
名
体
制（
10
月

か
ら
８
名
体
制
）で
事
業
の
実
務
を
行
っ

て
い
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
今
後
、

市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
飲
食
店
・宿
泊
業
、

か
ば
ん
製
造
業
に
着
目
し
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
の
運
営
、着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
・販

売
、豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
と
い
っ

た
収
益
事
業
を
展
開
す
る
計
画
だ
。ウ
ィ

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、全
但
バ
ス
の
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

な
る
に
違
い
な
い
。ま
た
、但
馬
銀
行
と
但

馬
信
用
金
庫
は
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化

や
参
入
を
考
え
る
地
域
事
業
者
に
対
し
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
グ
や
融
資
な
ど
事
業
化
支

援
を
行
う
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
な
事

業
は
次
の
通
り
だ
。

●
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
推
進

 

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
の
継
続
的
な
収

   

集
分
析
共
有
、戦
略
策
定
推
進

 

・
地
域
事
業
者
の
発
掘
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

   

に
よ
る
着
地
型
観
光
創
出

 

・
事
業
者
へ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援

 

・
人
材
育
成（
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
）

●
収
益
事
業
の
実
施（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

　
フ
ォ
ー
カ
ス
）

 

・
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
の
運
営

 

・
着
地
型
ツ
ア
ー
の
企
画
販
売

 

・
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売

　
例
え
ば
、城
崎
温
泉
で
は
繁
忙
期
と
閑

散
期
の「
差
」が
大
き
い
。４
月
〜
７
月
、９

月
〜
10
月
が
閑
散
期
で
あ
る
。宿
泊
施
設

は
繁
忙
期
に
は
派
遣
労
働
で
業
務
に
対
応

し
て
い
る
が
、閑
散
期
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、派
遣
労
働

の
通
年
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。既

に
可
動
し
て
い
る
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

「V
isit Kinosaki

」は
英
語
、フ
ラ
ン
ス

語
に
対
応
し
、着
地
型
体
験
ツ
ア
ー
の
企

画
販
売
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
程
な
く
始

ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い

て
は
、デ
ー
タ
分
析
の
プ
ロ
人
材
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
聘
し
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
用
い
て
各
種
観
光
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
を
強
化
し
、戦
略
的
な
観
光
地
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
、効
果
的
な
地
域
経

済
活
性
化
を
目
指
す
。

　
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
販
売
に
関
し
て

は
、日
本
一
の
か
ば
ん
産
地（
平
成
26
年 

製
造
品
出
荷
額
１
１
３
億
円
）で
あ
る
こ

と
に
着
目
し
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
の

事
業
展
開
を
試
み
る
。

　
豊
岡
市
に
隣
接
す
る
京
丹
後
市
は
、平

成
16
年
に
峰
山
町
、大
宮
町
、網
野
町
、丹

後
町
、弥
栄
町
、久
美
浜
町
の
６
町
が
合
併

し
て
で
き
た
ま
ち
で
、夕
日
ヶ
浦
海
岸
や

久
美
浜
な
ど
風
光
明
媚
な
自
然
を
有
し
て

い
る
。

　
豊
岡
市
と
京
丹
後
市
は
、府
県
は
異
な

る
が
、古
来
よ
り
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
き
た
。行
政
の
繋
が
り
も
強
く
、

平
成
19
年
度
か
ら
年
に
一
度「
合
同
会
議
」

を
開
催
し
、市
民
が
相
互
の
図
書
館
を
利

用
、鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
整
備
促

進
活
用
、コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用

促
進
活
動
な
ど
を
共
に
進
め
て
い
る
。更

に
現
在
、外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
向
け
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
に
も
共
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、ウ
ィ
ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

は
、京
都
府
北
部
で
京
都
丹
後
鉄
道
を
運

営
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、豊
岡
観
光
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、豊
岡
市
・京
丹
後
市
を

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
と
し
、京
丹
後

市
と
の
広
域
連
携
に
も
取
り
組
む
。

　
観
光
客
に
と
っ
て
、市
域
の
境
界
は
関

係
な
い
。京
丹
後
市
と
の
連
携
が
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
商
品
開
発
を
可
能
に
し
、最
も

効
果
的
な
の
で
あ
る
。

　
地
域
固
有
の
も
の
、ロ
ー
カ
ル
な
も
の

が
輝
く
チ
ャ
ン
ス
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

豊
岡
市
は
、人
口
減
少
下
に
お
け
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、雇
用
創
出
策
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と
な

り
推
進
し
、一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

こ
の
方
向
を
確
固
と
し
た
も
の
に
す
る
た

め
に
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
が
あ
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の

　
ま
た
、豊
岡
市
に
は
豊
岡
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設

立
以
前
か
ら「
海
外
レ
ッ
プ
」と
い
う
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。レ
ッ
プ（Rep

）はRep-

resentative
の
略
で
、代
理
人
、代
弁
者

で
あ
る
。既
に
、東
京
、京
都
、石
川
、奈
良

な
ど
日
本
の
多
く
の
都
市
で「
観
光
レ
ッ

プ
」が
行
わ
れ
て
い
る
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
に

お
い
て
旅
行
動
向
な
ど
の
情
報
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、現
地
旅
行
業
者
や
メ
デ
ィ

ア
に
観
光
資
源
情
報
を
提
供
、セ
ー
ル
ス

及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
。豊
岡
市

の
場
合
、パ
リ
に
レ
ッ
プ
を
置
き
、欧
州
メ

デ
ィ
ア
に
豊
岡
の
観
光
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

　
Ｆ
ａ
ｍ
ト
リ
ッ
プ（
Ｆ
ａ
ｍ
ツ
ア
ー
）が
、

誘
客
促
進
の
た
め
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、現
地
の

旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
拡
散

さ
れ
る
観
光
情
報
が
効
果
的
だ
と
い
う
こ

と
だ
。レ
ッ
プ
の
効
果
は
人
材
に
左
右
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国

の
メ
デ
ィ
ア
に
い
か
に
情
報
を
提
供
し
掲

載
に
こ
ぎ
着
け
る
か
は
、今
後
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。勿
論
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
拡
散
も
ネ
イ

テ
ィ
ブ
で
行
わ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
彦
根
で
は
７
月
29
日
、「
光
と
ア
ー
ト
で

発
信
す
る
付
加
価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
）

事
業
」第
２
回
組
織
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

事
業
内
容
が
発
表
さ
れ
た
。こ
の
事
業
は

国
の「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」を
受
け

て
行
わ
れ
る
。次
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
。

　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正
に
お
い

て
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た

緊
急
対
応
と
し
て
、１
０
０
０
億
円
の
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
創
設
し
た
。こ

れ
は
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く
各
自
治

体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高

め
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
申
請
に
は
、全
国
の
都
道
府
県

市
町
村
が
応
募
し
、申
請
事
業
数
２
７
４

４
件
の
う
ち
、交
付
対
象
事
業
数
は
１
９

２
６
件
。彦
根
市
・
多
賀
町
の
地
域
連
携

に
よ
る「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加

価
値
創
造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」も

採
択
さ
れ
、「
彦
根
・
多
賀
地
域
連
携
組
織

委
員
会
」と「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
」は
、人
口
減
の

歯
止
め
と
経
済
活
性
化（
雇
用
拡
大
）を

目
的
に
、来
年
３
月
ま
で
連
続
し
て
事
業

を
展
開
し
て
い
く
。

　
鈴
鹿
の
山
々
と
琵
琶
湖
、歴
史
的
景
観

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
の
数
多
く
の
事
業

成
果
は
、ウ
ィ
ラ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

全
但
バ
ス
株
式
会
社
の
参
画
と
三
井
物

産
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
の
派
遣
で
あ
ろ
う
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
が

稼
働
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。ド
イ
ツ
の

「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
」のw

eb site

に

は
、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
観
光
情
報
が

掲
載
さ
れ
、ド
イ
ツ
語
の
他
６
カ
国
語
に

多
言
語
化
さ
れ
て
い
る
。日
本
語
の
ペ
ー

ジ
も
用
意
さ
れ
、ニ
ュ
ー
ス
・歴
史
・地
図
・

旅
行
・芸
術
・文
化
・美
食
・ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
バ
ス
宿
泊
・キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
・ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・イ

ベ
ン
ト
・野
外
劇
場
・ゴ
ル
フ
・サ
イ
ク
リ

ン
グ
・ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、お
お
よ
そ
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
、予
約
も
日
本
で

す
る
こ
と
が
で
き
る
。サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

至
っ
て
は
、ホ
テ
ル
か
ら
ホ
テ
ル
へ
毎
日

荷
物
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
ま
で
得
る
こ
と

が
可
能
だ
。そ
れ
を「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

協
議
会
」が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
、マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。こ
れ
が
ひ
と
つ
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
原
形
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
よ

く
目
に
す
る
。

　
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、既

に
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
体
験
や
着
地
型
ツ

ア
ー
の
販
売
シ
ス
テ
ム
、移
動
手
段
も
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
収
益
事
業
の
実
施
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

は
、京
都
府
、大
阪
府
、岐
阜
県
、愛
知
県
を

重
点
エ
リ
ア
と
し
て
観
光
誘
客
を
図
り
、

関
東
や
海
外
か
ら
も
観
光
誘
致
を
狙
う
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
「
光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創

造（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）事
業
」は
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
の
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
学
び
、外
国
人

誘
客
に
向
け
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

「
時
」な
の
で
あ
る
。

取
材
協
力
：（
一
社
）豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

※
※
  

ｆ
ａ
ｍ
ツ
ア
ー
と
は
、「fam

iliarization

（
＝
慣
れ
親
し
ん

で
い
た
だ
く
）ツ
ア
ー
」の
略
で
、観
光
地
な
ど
の
誘
客
促
進

の
た
め
、旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
ブ
ロ
ガ
ー
を
対
象
に
現
地
視

察
を
し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー
。外
国
人
観
光
客
拡
大
を
目
的
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

●  ライトアップ事業

城あかり神あかり  唯一無二のGREAT CASTLE “城あかり”、神秘的な“神あかり”
● 彦根市が誇る国宝・彦根城域・文化遺産群、多賀町が誇る多賀大社・門前町家群、胡宮神社、それ
ぞれの歴史遺産を活かし、光とアートで新たな魅力を発信する “ Light & Art Festival ”

期間　ライトアップ　2016年10月1日～12月31日　日没～22：00
　　　コンテスト　    2016年2月中旬～3月末（案）
場所　彦根城－内堀

城あかりDramatic Legacy 彦根市事業 
「光」によって再生される歴史都市彦根。唯一無二の新しい光景を世界に向けて発信する。

期間　ライトアップ　2016年10月1日～11月30日　日没～21：00
場所　多賀大社（予定：絵馬通り、胡宮神社、大瀧神社、高源寺）

「光」によって再生される歴史都市多賀。静寂と慈愛を感じる光の演出。
神あかりDramatic Legacy 多賀町事業 

「光とアートで発信する付加価値創造（ブランディング）事業」
彦根市+多賀町

・ 地域連携による活性化の加速化と相乗効果の創出　　
・ 地域発信による交流人口の増加
・ ライトアップとナイトイベントによる宿泊者数増加推進
・ 官民協働の取り組みによる住民の満足度向上（誇りづくり）
・ それらによる観光消費額の増大

事業目的     　　 人口減歯止めと経済活性化（雇用拡大）
 

事業コンセプト   Dramatic Legacy 
                   歴史遺産で発信するものがたり

イベントタイトル    近江国 彦根市+多賀町 城あかり 神あかり

ブランド コンセプト  不易流行
伝統は常にイノベーションの連続である。
「不易流行」 本質的なもののなかに新しいものを取り入れ、未来へつなぐ価値を創造する。

彦根市が誇る国宝彦根城域・文化遺産群、多賀町が誇る多賀大社・門前町家群、胡宮神社、
それぞれの歴史遺産を生かし、光とアート・文化事業で新たな魅力を発信する。

彦根・多賀の遺された遺産を活用し、全国・世界に発信する。

女性和楽器グループ「Nadeshiko-J」
※フェミニンな「柔らかさ」が魅力の華のあるユニット

演奏ジャンル：和楽曲、ポピュラー、スタンダードジャズ
　　　　　　    三味線・尺八・箏
                                           （東京芸術大出身の本格的ユニット）

2016年10月14日（金） 〈有料〉
19：00～21：00      会 場:玄宮園

2016年10月15日（土）
19：00～20：30　多賀座との和楽器WS
　　　　　　　　  会 場：多賀大社  能舞台

2 彦根市事業・多賀町事業

3 多賀町事業・多賀町スペシャル企画

ドキュメンタリー映画
 「うみ やま あひだ」森から響くメッセージ
 監督/撮影監督：宮澤正明
 出演：北野武（映画監督）、隈健吾（建築家）、成澤由浩（料理人）他
2016年9月17日（土）
会場：多賀大社  能舞台（予定） 

2016年10月30日（日）18：00～20：00

4 彦根市事業

会 場：彦根城博物館能舞台
演奏ジャンル：クラシック、和楽曲、ポピュラー
　　　　　　   フルート･篠笛（井伊亮子）
　　　　　　　Ｅピアノ（まつうらようこ）
　　　　　　　ハープ（内田奈織）

THE BIWAKO UNIT
〈井伊亮子・まつうらようこ・内田奈織〉

2016年10月7日（金） 〈有料〉
19：00～21：00　会 場：金亀公園（多目的競技場）

1 彦根市事業・多賀町事業

和太鼓・津軽三味線・尺八・ボイスパーカッション
AUN-J CLASSIC ORCHESTRA（アウンージェイ）

2016年10月6日（木）
13：00～15：00　大滝小学校での和楽器WS
18：00～19：30　多賀大社能舞台での和楽器WS

※WS：ワークショップ

和楽器ユニット「新月」 ＋
ヒューマンビートボックス＆和楽器バンド

2016年11月11日（金）18：00～20：00
会 場：未定
演奏ジャンル：和楽曲、ポピュラー、スタンダードジャズ、
　　　　　　   ヒップホップ

5
※圧倒的力迫力とクラブミュージック。男性的な和太鼓ユニッ
ト、若者に人気のヒップホップをフューチャーした和パフォー
マンス。和楽を共通としながら、それぞれの世界観をもつ２つ
のユニットのコラボステージ

和太鼓・津軽三味線・尺八・ボイスパーカッ
ション

彦根市事業

 〈有料〉

 〈有料〉

佐野史郎＆山本恭司
「小泉八雲・朗読の夕べin 彦根」（仮称）

2017年3月4日（土）18：00～20：00
会 場：清凉寺

6
※オープン・マインドで世界と向き合ったラフカディオ・ハー
ン（小泉八雲）。現代日本を代表する俳優佐野史郎とギタリスト
山本恭司が卓越した言葉と音楽で他に類を見ない朗読パフォー
マンスとして表現する。

彦根市事業

 〈有料〉

井伊亮子 内田奈織

まつうらようこ

※井伊家ブランドのアーティストによるチャレンジング•ユニット

（上記スケジュールは今後変更される場合があります。）
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R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
通
常
議
員
総
会
は
去
る
６
月
22
日
、

当
所
に
て
議
員
54
人
、小
出
会
頭
、夏

原
・
木
村
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、

中
川
事
務
局
長
ら
が
出
席
、来
賓
に
彦

根
市
産
業
部
の
黒
澤
部
長
、田
澤
地
域

経
済
振
興
課
長
が
臨
席
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
小
出
会
頭
が
挨
拶
の
あ
と
地

方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業「
光
と
ア
ー

ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値
創
造
事
業
」、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業「
近
江
美
食

都
市
」推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、議
長
に
就
任
。議
案
と
し
て

（
１
）常
議
員
と
し
て
中
居
隆
幸
氏（
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
㈱
滋
賀
工
場
）を
補
充
選
任
、

（
２
）平
成
27
年
度
事
業
報
告
、（
３
）〜

（
14
）平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
中
小
企

業
相
談
所
会
計
、役
職
員
退
職
給
与
積
立

金
会
計
、建
物
・Ｉ
Ｔ
保
全
維
持
積
立
金

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成28年6月2日～平成28年6月22日　会員数1622件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

三
水
会　
定
例
会

７
月
５
日　
千
成
亭
華
見
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

七
夕
ま
つ
り
部
会　
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
会
議

７
月
５
日　
当
所
に
て
開
催

交
通
運
輸
部
会　
所
属
議
員
懇
談
会

７
月
７
日　
当
所
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ
旅
行
同
好
会　
親
睦
旅
行

７
月
８
日　
岐
阜
県
に
て
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

７
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
同
好
会

７
月
10
日　
彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に

て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド　
ポ
リ

オ
ー
ル
プ
ロ
セ
ス
国
際
会
議　
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ア
ー

７
月
12
日　
彦
根
城
周
辺
に
て
開
催

繊
維
工
業
部
会　
副
部
会
長
会
議

７
月
12
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
会
議

７
月
13
日　
旧
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

７
月
13
日　
当
所
に
て
開
催

小
売
商
業
部
会　
正
副
部
会
長
会
議

７
月
14
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド　
総
務
委

員
会

７
月
15
日　
当
所
に
て
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

７
月
15
日　
当
所
に
て
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

６
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

木
材
・
木
工
工
業
部
会

正
副
部
会
長
会
議

６
月
28
日　
当
所
に
て
開
催

理
財
部
会　
正
副
部
会
長
会
議

６
月
28
日　
当
所
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
彦
根
市
文
化
イ
ベ
ン
ト

部
会

６
月
29
日　
当
所
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
多
賀
町
文
化
イ
ベ
ン
ト

部
会

６
月
30
日　
多
賀
町
役
場
に
て
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

７
月
１
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊

設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

７
月
２
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

彦
根
＆
ミ
シ
ガ
ン
国
際
交
流
会

７
月
２
日　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

役
員
会

７
月
４
日　
当
所
に
て
開
催

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
者
審
査
会

７
月
４
日　
当
所
に
て
開
催

国
宝
・
彦
根
城
４
１
０
年
祭
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

７
月
４
日　
当
所
に
て
開
催

金
属
工
業
部
会　
所
属
議
員
懇
談
会

７
月
５
日　
当
所
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
多
賀
町
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

部
会

６
月
17
日　
多
賀
町
役
場
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
委
員
会

６
月
17
日　
神
戸
大
学
に
て
開
催

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
セ
ミ
ナ
ー

６
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

６
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

七
夕
ま
つ
り
部
会

６
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

６
月
度
例
会

６
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

６
月
22
日　
当
所
に
て
開
催

常
議
員
会
・
議
員
総
会

６
月
22
日　
当
所
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
彦
根
市
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

部
会

６
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

町
屋
活
用
委
員
会

６
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

所
属
議
員
懇
談
会

６
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

彫
琢
会

６
月
24
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

会
計
、会
館
敷
金（
預
り
金
）会
計
、労
働

保
険
事
務
組
合
各
会
計
、共
済
事
業
会

計
、タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
事

業
会
計
、ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業
各

会
計
、別
途
積
立
金
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
専
務
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
説

明
の
後
、田
中
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
あ

り
、議
長
が
諮
っ
た
と
こ
ろ
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
案（
15
）会
頭
の
選
任
に

付
、議
員
総
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、小
出
会
頭
を
次
期
会
頭
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
報
告
事
項
と
し
て（
１
）新
入
会

員
の
報
告
、（
２
）議
員
の
職
務
を
行
う

者
の
変
更
届
、（
３
）化
学
工
業
副
部
会

長
の
辞
任
、（
４
）〜（
８
）議
員
選
挙
委

員
会
、議
員
選
挙
日
程（
別
表
参
照
）、３

号
議
員
の
選
考
結
果
、２
号
議
員
の
部

会
割
当
、選
挙
事
務
費
用（
選
任
事
務
費

用
）に
つ
い
て
等
の
報
告
が
あ
り
、閉
会

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、大
阪
府
立
大
学
観
光
産
業

戦
略
研
究
所
、日
本
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
会
代
表
の
尾
家
建
生
氏
を
講
師

に
招
き
、「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
＆
美
食

都
市
に
よ
る
地
方
創
生
」と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
、後
の
懇
親
会
に
大
久
保

市
長
が
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、ご
祝

辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

通
常
議
員
総
会
平
成
27
年
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認
／
次
期
会
頭
に
小
出
英
樹
会
頭
が
再
任

観光・サービス
テーケー物流サービス㈲
ｗｉｎｅｂａｒ　Ｐａｌｍｅｒ

一般貨物運送業 寺澤　唯義 彦根市地蔵町68
飲食業 川瀨　朋香 彦根市佐和町9-27

交通運輸

　
尾
家
氏
の
講
演
は
、「
な
ぜ
美
食
都
市

（
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
・シ
テ
ィ
）」を
目
指

す
の
か
、ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
は
何
か

を
説
き
明
か
し
な
が
ら
、地
方
創
生
推

進
交
付
金
事
業「
近
江
美
食
都
市
」推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
意
義
を
明

確
に
す
る
も
の
で
し
た
。

　
２
０
１
４
年
度
の「
ブ
ラ
ン
ド
委
員

会
」の
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、彦
根
市

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
魅
力
と
し
て
、歴
史

遺
産
、伝
統
文
化
、自
然
そ
し
て「
ひ
こ

に
ゃ
ん
」 

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た（
大
都

市
圏
調
査
）。「
旅
の
魅
力
」と
し
て
、本

来
上
位
に
来
る
べ
き「
食
」「
宿
」「
土
産

物
」な
ど
の
評
価
が
低
か
っ
た
の
で
す
。

彦
根
は
こ
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
強

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

来
訪
者
増
加
に
最
も
効
果
的
と
思
わ
れ

る「
食
」の
魅
力
向
上
は
、早
急
に
目
指

す
べ
き
テ
ー
マ
で
す
。

　
現
在
、ロ
ー
カ
ル
・ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

の
主
役
は
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー（
食
文
化

を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
生
活
文

▶日本フードツーリズム研究会代表
　尾家建生氏

化
産
業
）だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。２
０

１
５
年
の
訪
日
消
費
額
は
３
・５
兆
円
。

そ
の
内
飲
食
費
は
６
４
２
０
億
円
を
占

め
て
い
ま
す
。２
０
２
０
年
に
は
訪
日
消

費
額
７
兆
円
、飲
食
費
２
兆
円
と
予
想
さ

れ
、日
本
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

　
美
食
都
市
と
は「
地
域
の
食
材
に
ふ

れ
る
こ
と
の
で
き
る
市
場
や
直
売
店

（
ま
た
は
生
産
地
）が
あ
り
、郷
土
料
理
、

伝
統
料
理
や
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
を
体

験
で
き
る
飲
食
店
、老
舗
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
、そ
し
て
飲
食
の
楽
し
み
を

生
産
者
・料
理
人
と
と
も
に
体
験
で
き

る
フ
ー
ド
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
あ
る
都
市
で
あ
る
。か
つ
、

そ
れ
ら
が
観
光
情
報
と
し
て
発
信
さ
れ

て
い
る
都
市
の
こ
と
を
言
い
ま
す
」。

　
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
食
は

「
美
味
」で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ

し
て
美
味
は
食
の
構
成
要
素
が
観
光
資

源
と
な
り
う
る
最
小
限
度
必
要
な
条
件

で
す
。美
味
な
食
を
構
成
す
る
生
産
物
、

食
材
、料
理
人
、食
文
化
、景
観
、サ
ー
ビ

ス
、伝
統
の
味
、器
な
ど
は
す
べ
て
観
光

資
源
と
な
り
ま
す
。「
近
江
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
シ
テ
ィ
構
想
」は
、ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
に
よ
る
集
客
力
向
上
と
地
域
経
済

活
性
化
と
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
す

も
の
で
す（
詳
し
く
は『
不
易
流
行
』７

月
号
特
集
参
照
）。

◎１号議員選挙の公告
　彦根商工会議所議員選挙・選任規約第４条の規定により１号議員選挙を
　下記のとおり実施します。

日　　　　時 平成28年9月21日（水） 9：00 ～ 15：00
場　　　　所 彦根商工会議所　会議室
１号議員定数 43人
立候補の受付 自  平成28年9月5日（月）
 至  平成28年9月6日（火） （両日とも、8：30 ～ 17：15）
立候補資格  彦根商工会議所正会員で平成27年度会費を完納し、所定 
 の用紙に記入の上、所属部会長の推薦を受けられる者。
 その際、選挙費用３万円を納付。
立候補受付会場 彦根商工会議所
立候補辞退届け締切日　平成28年9月6日（火）17：15

8月11日（木）から8月16日（火）まで商工会議所業務を休業させていただきます。
なお、業務は8月17日（水）午前8時30分より始めさせていただきます。

商工会議所業務
夏季休業のお知らせ

平成28年度議員改選のお知らせ ◎部会総会開催のご案内
　会員の皆様には各所属部長より往復ハガキにて
　ご案内させていただいております。
　　部  会　　　  部会長　　　  開催日時

金属工業 清水 克己 ９/ １（木）14：00

木材・木工工業 角　 卓明 ８/22（月）15：00

化学工業 船谷 昭夫 ８/25（木）10：00

繊維工業 森田 一夫 ８/26（金）10：00

建設業 田附 　弘 ８/25（木）16：00

不動産 泉　 藤博 ８/26（金）14：00

卸商業 中川 　明 ８/29（月）10：00

小売商業 小林 　武 ８/23（火）10：00

観光・サービス 片岡 哲司 ８/23（火）14：30

交通運輸 栁澤 　通 ８/29（月）13：30

理財 土田 博士 ８/24（水）10：00
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去
る
６
月
24
日（
金
）、彦
根
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て「
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合

同
例
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回

は
、例
年
の
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ（
長
浜
・
八
日

市
・
彦
根
）に
加
え
、滋
賀
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
か
ら
岩
本
会
長

を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、彦
根
か
ら
の
参
加
者
39
名

を
含
む
総
勢
85
名
に
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、彦
根
商
工

会
議
所
青
年
部
の
馬
場
会
長
よ
り
開

催
地
代
表
挨
拶
、長
浜
商
工
会
議
所
青

年
部
の
西
濱
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で

始
ま
り
ま
し
た
。名
刺
交
換
が
行
わ

れ
る
中
、酒
席
で
の
懇
親
と
い
う
こ
と

青年部伝言板 ■ 夏季親睦例会 8月28日（日）7：45～16：30 於：サンプルビレッジ・いわさき他  ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

も
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
の
に
最
適
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
歓
談
の
後
半
に
は
、各
単
会

の
メ
ン
バ
ー
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
を

出
題
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
単
会
か
ら
選
出

さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
解
答
し
、懇
親
の

盛
況
に
一
役
買
う
な
ど
交
流
を
深
め

ら
れ
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。

　
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合
同
例
会
は
今
回
で
２

回
目
の
参
加
で
し
た
が
、彦
根
以
外
の

メ
ン
バ
ー
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
ま

り
な
い
た
め
、今
回
の
合
同
例
会
で
は

多
く
の
方
と
情
報
交
換
が
で
き
、大
き

な
刺
激
を
得
ら
れ
ま
し
た
。本
例
会

で
育
ま
れ
た
ご
縁
が
社
業
の
発
展
に

寄
与
し
、ひ
い
て
は
地
域
の
発
展
に
繋

 

平
成
28
年
度
３
Ｙ
Ｅ
Ｇ
合
同
例
会
に
参
加
し
て

㈱朝日新聞伊勢田新聞舗　國元 芳伸
　㈱朝日新聞伊勢田新聞舗の國元芳伸と申します。
　業務内容は、朝日新聞ならびに日経新聞等の販売・営
業・配達・集金などをさせて頂いて、毎月10日に朝日新
聞に入っている、ゆるキャラ『あさ彦』を用いたミニコミ
紙『あさ彦倶楽部』の取材などもさせて頂いています。
　地域密着の店舗を目指して頑張っていきますので宜
しくお願い致します。

【氏名】安齋　和真
【生年月日】昭和４６年７月20日
【趣味】マラソン、トライアスロン
【血液型】ＡＢ型
【座右の銘】陽転思考

超ポジティブ派人間。この人の
冗舌には誰もかなわない、しっ
かりした信念を持つ熱い人。

まいどおおきに

メンバーズスマイル

青年部事業所紹介

青年部メンバー紹介

“人” を感じて頂くコーナーです。

Aug.2016女性会通信   
女性会会員事業所紹介・PRコーナー「あのね～」

　お墓とお仏壇は葬祭事と思われがちですが、家を建てる事と
同じようにお祝い事です。一般的に、新墓石の開眼や入佛式の
折はローソクも朱色（赤色）を使いますし、おめでたい事ですの
で、当家には紅白の金封でお祝いをします。
　石には深い存在感が有り、磨けば輝き人影も写します。石に
手を添えると温もりも伝わってきます。深い念と想いが重なり、そ
の石でつくった墓に手を合わせ祈りたくなるのは、天然石だけが
有する魅力です。
　いつも私はお墓参りの際にはバケツとタオルを持参し、感謝を
伝え日々 の思いを話しながら、墓石全体をご先祖様の身体を拭
くようにきれいにします。もうすぐお盆です。お墓にお参りされ、ご
先祖様をお迎えください。

　去る６月１０日、平成２８年度県女連総
会が近江八幡商工会議所女性会主管で
ホテルニューオウミにて開催され、当女性
会から会員７名が参加しました。
　県女連 礒田会長が議長に就任、全て
の議案が承認されました。昼食懇親会で
は「ほっとらいん」さんのよし笛の演奏が
あり、講師も交え和やかに懇談できまし
た。記念講演会は龍谷大学名誉教授で
経済産業分析研究所所長の岡地勝二氏

が講師となり「アベノミクスの現状と問題点」と題し実施され、マイナス金利や
プライマリーバランス等の基本的なキーワードからその経済政策の狙い、抱え
る問題点などわかりやすく解説して頂き、毎日の新聞の経済欄やニュースが身
近になったと大変好評でした。

■9月6日（火）「マイナンバーの基本と特殊詐欺対策」講座 ■10月5日（水）日帰りバス研修（湖南市）INFORMATION

平成28年度県女連総会が開催 あのね～ 女性会事業所紹介

㈱田中家石材   　　　　　　　　　 田中 圭子

ぜひご参加ください！
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　子どもたちに模擬株式会社を設立し、計画、仕入れ、製造、販
売、決算までの一連の商売体験を通して、商売の面白さやきび
しさを学んでもらうとともに、自ら考え実践する事で喜びや、
達成感を得て、将来の夢や希望を持ってもらう為の事業です。
　彦根でビジネスを展開する事業所として、地域と共に活性
化する環境づくりに貢献していきたいという思いで取り組み
ます。

● 第1回セミナー …… H28・ 9/11（日）
● 合宿セミナー   …… H28・10/8（土）～10/9（日）
● 直前セミナー　…… H28・11/6（日）
● 実践販売　　 …… H28・11/20（日）

▶昨年のジュニア エコノミーカレッジ
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滋賀発の産業・雇用創造推進プロジェクト
企業提案型人材力育成確保事業 第２次提案募集

中小企業・小規模事業者の未来（ビジネス）をサポートするサイトとし
てスタート。100万社の事業者と１万人の専門家・支援機関が参加す
るビジネスネットワークの構築を目指しています。

「ミラサポ ～未来の企業★応援サイト～」とは

ミラサポ会員向けに“便利”で“お得”なサービスをご提供します。
ちょっとした経営上のお悩み相談から、未来のビジネス創造までサ
ポートできるサイトを目指しています。

● セキュリティ・個人情報保護も万全です。● コミュニティは、実名登録で安全です。

ミラサポの特長

ミラサポの主な機能

ミラサポ 検索

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

補助金の検索・電子申請がカンタン・便利にミラサポ
からできる！
あなたが抱える経営課題に応える専門家の派遣が無料
で受けられる！
全国の事業者・専門家などが参加するミラサポコミュ
ニティで交流できる！
業務に役立つさまざまなサポートツールを活用するこ
とができる！

1

2

3

4

 （公財）滋賀県産業支援プラザ内
 「産業・雇用創造推進センター」
 TEL.077-511-1424

■ 本件担当 

彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551申請手続き・各種書類作成について当所経営指導員がご相談に応じます。お気軽にお問合わせください。

■ 事業内容
新規事業展開等に向けた試作開発や販路拡大に係る経費の一部を補助。
※事業の活用により、新たな雇用の創出を行うことが必要となります。
※ただし、定期採用、退職者補充に該当する場合は対象外となります。
※高度専門人材確保支援事業との併用もできます。

■ 対象経費
①試作開発／新商品、新技術の商品化のための試作、改良、品質検査等にか
　　　　　　かる原材料費、試験分析等委託費、専門家謝礼など
②販路拡大／県外や海外への営業旅費や宿泊費、専門家からのアドバイス
　　　　　　を受ける経費、県外、海外の展示会へ出展する経費、バイヤー
　　　　　　招聘にかかる各種経費、PR動画やチラシ・ポスター作成費、
　　　　　　販路戦略のための新デザイン考案費用、ホームページの作成・
　　　　　　改良の経費、コンサルタント等による市場調査費など。

■ 補助率・限度額
補助対象経費の10／10、１件あたり50万円以内 １社あたり１件。

■ 事業内容
販路拡大や新規事業展開のための高度専門人材の雇用を支援。　
※本事業の利用により、新たな雇用の創出を行うことが必要となります。
※ただし、定期採用、退職者補充に該当する場合は対象外となります。
※新規事業展開トライアル支援事業との併用もできます。

■ 対象経費
新規雇用に要する人件費（人件費、諸手当、社会保険料等の事業主負担分）
※高度専門人材とは、コンサルティング会社、総合商社、モノづくり企
　業等の専門技術者をはじめ、博士課程を修了した若手研究者等、高度
　かつ専門的な技術や技能、知識、ノウハウ、実務経験、指導経験を有す
　る人材をいいます。

　
■ 補助率・限度額
補助対象経費の10／10、新たに雇い入れる者１人当たり200万円以内
１社１人まで。

新規事業展開トライアル支援 高度専門人材確保支援

■ 対象企業・業種 県内に事業所を有し、協議会に参加登録した企業

○ 繊維工業
○ 化学工業
○ プラスチック製品製造業
○ 窯業・土石製品製造業

○ 金属製品製造業
○ はん用機械器具製造業
○ 生産用機械器具製造業
○ 業務用機械器具製造業

○ 電子部品・デバイス・電子回路製造業
◎ 電気機械器具製造業
◎ 輸送用機械器具製造業

※ ○は指定主要業種　◎は指定関連業種

◎ 食料品製造業
◎ 飲料・たばこ・飼料製造業

「高度ものづくり・環境」分野 「食料品」分野

■ 補助事業期間　事業を開始してから、最長で平成29年1月31日まで。但し６ヶ月を限度。

※いずれも補助対象期間終了後、事業主都合により新たな正規雇用が行えなかった場合、補助率は１／２になります。
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滋賀県・彦根地域の雇用情勢データ近況
滋賀労働局では、毎月、県内７つのハローワーク（大津、高島、長浜、彦根、東近江、甲賀、草津）より収集した雇用情勢データを発表している。彦根
地域と県内他エリアを比較してみると、平成２６年４月以降彦根地域が突出して新規、全体ともに有効求人倍率が高い傾向にある。これは主に
彦根地域の労働人口が不足していることを示している。これが示すところはなんなのか。詳細に検証していく。

彦根地域は平成27年８月以降
特に求人倍率が高く推移
　有効求人倍率における彦根地域の推移は平成26年
以降常に高い水準が続いており、1.1倍を下回ったことが
ない。これは求職者１人当たりに1.1以上の求人が出され
ているということであり、慢性的な人手不足であることが
わかる。平成28年１月には、1.7倍となっており、全国平
均、県内平均、他地域と比較しても突出している。平成27
年１月に１度だけ甲賀地域において有効求人倍率が彦根
地域を超える高い数値を示した。これは地域内の上場企
業の工場増設による求人増加によるものと推測される。
彦根地域においてもこういった企業誘致による求人増加
の影響がある可能性は高い。（図１）

新規有効求人倍率においても
彦根地域の数値が突出
　新規有効求人倍率を見ても彦根地域の数値が高く、他
地域を見ると彦根以外に甲賀、高島が単月で突出する傾
向にある。甲賀に関しては、前述の上場企業の工場増設、
高島に関しては平成26年５～７月に倍率が高騰したが一
時的な求職者の減少が原因と考えられる。図２を見ると、
図１よりも尖った形状をしていることがわかる。常態的な
有効求人倍率に比べ、一時的な新規有効求人倍率は有効
求人倍率の波形の要因と捉えることができる。つまり、彦
根地域における図２の尖りが、有効求人倍率の高騰を招
いているということである。ではその原因はどこにあるの
か検証していく。（図２）

彦根の労働人口が流出？？
　図２で新規有効求人倍率が突出した月を抜粋すると平成26年８
月、平成26年11月、平成27年２月、平成27年７月、平成27年８月、
平成27年11月、平成27年12月であった。それぞれの月の新規求人
数、新規求職申込件数を見てみると表１のようになる。表を見ると、当
然と言えば当然であるが、有効求人倍率が上昇する要素は２つあり、
「求人数の増加」と「求職申込件数の減少」である。前述の企業誘致
による倍率上昇は「求人数の増加」によるもので地域内GDP向上を
考えると歓迎できる面も含んでいる。「求職申込件数の減少」に関して
は、就業率の向上という状態であれば歓迎できるが、労働人口の減少
及び流出という状態であれば、地域経済活性化という立場では極めて

滋賀労働局 職業安定業務月報より

平成26年
8月
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11月
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2.2
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2月
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2.2
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2.2

平成27年
8月

1604

697

2.3

平成27年
11月

1340

576

2.3

平成27年
12月

1585

495

3.2

平成26年4月
  ～平成28年5月
　  平 均
1518

798

1.9

新規求人数

新規求職申込件数

新規有効求人倍率

表１  彦根エリアにおける新規有効求人倍率の高い月の求人求職数抜粋（平成26年4月～ 28年5月）

図１  滋賀県内7つのハローワークにおける有効求人倍率推移（平成26年4月～28年5月）

図３  日経平均株価推移（平成26年4月～28年6月） 図４  円相場推移（平成26年4月～28年6月）

図２  滋賀県内7つのハローワークにおける新規有効求人倍率推移（平成26年4月～28年5月）

危険な状態と言わざるを得えないだろう。
　では、各月の数字はどのように推移しているのだろう。平成26年４
月～平成28年５月までの平均値を基準として、新規求人数が平均値
よりも突出して高いのは平成27年２月のみで、求職申込件数も高い数
値であることから、これは企業誘致等による「求人数の増加」の可能
性が高く歓迎できる傾向である。しかしそれ以外の月の求人数が平
均値付近もしくは平均値を大きく下回っているにもかかわらず求人倍
率が高いのである。これは「求職申込件数の減少」が起因している可
能性が非常に高い。つまり、労働人口の減少及び流出の可能性が高
まっていることを意味している。

大手企業の業績の推移
　ここで全国的な企業業績のわかりやすい指標として、同期間の日経
平均株価、円相場の各々の変遷を見てみる。ちょうどこの期間に日本
政府の経済政策の影響もあり、平成27年末株価は過去10年来の
ピークを迎え、平成28年に入ってから、様々な世界情勢の不安感の影

響で平成26年ベースまで落ち込んでいるという一連の山が形成され
ている。円相場を見ても同じようなタイミングで山が形成されてお
り、円安による輸出企業の業績上振れが大きな要因であると推測さ
れる。

　以上から、彦根地域の雇用情勢の足元の現状は、彦根地域
の求職者の減少が慢性的な求人倍率の高騰を促し、国内大手企
業の景気動向では、輸出企業を中心とした業績の回復が見られ
る。そこから推測されるのは、リーマンショック以降、固定費削
減を行った大手企業が、業績回復に伴い、今後の労働人口減少
を見据え、労働者の確保に乗り出し始め、新規、中途にかかわ
らず労働人口が大手へ流出しているということである。
　一方、不易流行２月号の特集「篠山城下町ホテルに学ぶ」で
取り上げた一般社団法人 NOTE の地域活性化の事例では、魅

力ある古民家ホテル事業を中心に取り組まれ、一定以上の雇用
を創出し、地域の若者に選ばれる就業先としての地位を確立し
ている。住民の誇りの醸成と地域ブランド化を図ることで労働
人口の流出に歯止めをかけるきっかけ作りに成功した事例と言え
るだろう。
　彦根地域における求職者減少の本当の要因を証拠づけるもの
はないが、新産業や社会起業を創出することで、地域の魅力を
高め、魅力の高い就労先を作り出す取り組みが今彦根には求め
られているのかもしれない。

地域経済活性化のためには、地域内労働人口の減少を食い止めることが急務

地域経済データ
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　滋賀県では、中小企業で働く皆さんのスキルアップを応援して
います。現場の最前線で頑張っておられる皆さんに職場で仕事
を任せられるたくましい社員を目指していただきます。
　今回の研修では、経験豊富な専門講師から、「5S」を活用した
職場環境改善の姿勢とスキルについて、分かりやすく実践的に
身につけていただけます。社員研修にぜひご活用ください。

講　　師　（株） クリエイション  主任コンサルタント
　　　　　 中小企業診断士　今村 敦剛 氏
講座内容
●入社後の振り返り ●「5S」とは ●「5S」実践スキルとキーポイント
●「5S」が継続し、メンバーを活動に巻き込む方法 ●行動計画
など、職場環境改善の姿勢とスキルを強化

平成28年10月12日（水）9：30～ 16：30
米原公民館　2階 2AB研修室
米原市下多良3-3
中小企業で働く社員
（業種を問わず、若手～リーダクラスの方）
25名 程度（応募多数の場合は抽選）
無料
電話/FAX/E-メールで氏名、連絡先を下記まで
平成28年９月29日（木）
滋賀県

滋賀県立高等技術専門校 草津校舎（担当：安田）
Tel.077-564-3296　Fax.077-565-1867
E-mail：yasuda-shigeru@pref.shiga.lg.jp

日 　 時
場 　 所

対 象  者

定 員
参 加 費
申込方法
締 切
主 催

問 合 せ

＊「5S」とは改善のための手法で、整理･整頓･清掃･清潔･しつけの頭文字を
　とったものです。

滋賀県中小企業人材育成促進事業

『現場の基本力』研修の開催
「みんなで意識改革！」
スキルUPで 職場を変える！

スマート・エコハウス普及促進事業補助金の受付を開始します 
滋賀県では、家庭においてエネルギーを「減らす」「創る」「賢く使う」取組を総合的に広めるため、個人の既築住宅に
おいて、太陽光発電の設置と併せて省エネ製品を購入する場合や、自立分散型エネルギーシステムを購入する場合、
経費の一部を補助しています。

登録申込受付期間

申請受付期間

補助制度の詳細・申請様式▶

申請先・お問合せ先

①太陽光発電の設置と併せて省エネ製品（２万円以上）を購入する場合
　　２万円/kＷ（上限５万円）
②自立分散型エネルギーシステムを購入する場合
　（単独で自立運転機能が無い場合は、太陽光発電システムを既設していることが条件） 
 　　システムの購入価格の1/10（設置費用、消費税は除く）
   　〔上限〕・エネファーム 10万円  ・エコウィル ４万円  
　　　　　・蓄電池 10万円  ・Ｖ２Ｈ ４万円  ・太陽熱利用システム ４万円
③太陽光発電の設置と併せて自立分散型エネルギーシステムを購入する場合
 　　①と②の合計額
 　　（例）太陽光発電３kＷとエネファームを併設する場合
　　　　 ①５万円 ＋ ②最大10万円 ＝ ③最大15万円   

第２次　平成28年 8 月1日(月)－平成28年10月31日(月)
第３次　平成28年11月1日(火)－平成29年 1 月13日(金)

平成29年2月20日(月) 17：15までに必着

＊太陽光発電の設置および省エネ製品等の購入は、平成28年4月1日～平成29年1月31日の期間内に行った場合が対象となります。
＊登録手続は、受付期間中いつでもできます。 ＊交付申請手続きは、設置・購入完了（太陽光発電は電力会社との受給契約）後に行ってください。

公益財団法人 淡海環境保全財団（滋賀県地球温暖化防止活動推進センター） 
〒525-0066 滋賀県草津市矢橋町字帰帆2108番地 淡海環境プラザ内

http://www.ohmi.or.jp/TEL 077-569-5301

補助メニュー

軽減税率対策補助金
中小企業・小規模事業者等消費税軽減税率対策補助金

軽減税率対策補助金とは
消費税軽減税率制度（複数税率）への対応が必要となる中小企業・小規模事業者等の方々が、複数税率対応レジの導
入や、受発注システムの改修などを行うにあたって、その経費の一部を補助する制度です。

複数税率対応として、２つの申請類型があります。

● 基本的には、補助率は2/3ですが、1台のみ機器導入を行う場合でかつ導入費用が3万円未満の機器については補助率
3/4、タブレット等の汎用端末についての補助率は1/2と、補助率が異なります。

● レジ本体のほかに、レジ機能に直結する付属機器等（バーコードリーダー・キャッシュドロア・クレジットカード決済端末・
電子マネーリーダー・カスタマーディスプレイ・レシートプリンタ・ルーター・サーバ）も合わせて補助対象となります。

● それぞれの型において、補助額は1台あたり20万円が上限となります。また、新たに行う商品マスタの設定や機器設置
（運搬費含む）に費用を要する場合は、さらに１台あたり20万円を上限に支援します。

また、お電話でも問合せを受け付けております。
軽減税率対策補助金事務局コールセンター（受付時間：9時～17時（土・日・祝除く）／通話料有料）

0570（081）222　（IP電話等からの番号 03（6627）1317）

いずれも、補助額は、レジ１台あたり20万円が上限です。

● 複数台数申請等については、指定の申請書類を追加していただきます。
複数台数申請等については、１事業者あたり200万円を上限とします。

● （小売事業者等の）発注システムの場合の補助上限額は1000万円、（卸売事業者等の）受注システムの場合の補助上限額
は150万円で、両方の改修・入替が必要な場合の上限は1000万円となります。

● 補助率は、改修・入替に係る費用の2/3です。補助対象範囲外の機能を含むパッケージ製品・サービスについては、初期
購入費用の1/2を補助対象経費とし、これに補助率を乗じるものとします。

補助上限額は、発注システム側・受注システム側の改修・入替ごとに異なります。

● 申請受付期限
A型及びB－2型（受発注システム・自己導入型）：平成29年5月31日までに申請（事後申請）
B－1型（受発注システム・指定事業者改修型）　  ：平成29年3月31日までに事業が完了するように申請
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （事前申請。交付決定以前に作業着手した場合は補助対象にはなりません。）

「所得税法等の一部を改正する法律」の成立日（平成28年3月29日）から平成29年
 3月31日までに導入または改修等が完了したものが支援対象となります。

A型 複数税率対応レジの
導入等支援

複数税率に対応できるレジを新しく導入したり、対
応できるように既存のレジを改修したりするときに
使える補助金です。
※レジには、POS機能を有していないレジ、モバイル
POSレジシステム、POSレジシステムなどを含みます。

B型 受発注システムの
改修等支援

電子的な受発注システム（EDI/EOS等）を利用する
事業者のうち、複数税率に対応するために必要とな
る機能について、改修・入替を行う場合に使える補助
金です。

本補助金の詳細については、ホームページをご確認ください。随時更新されます。
h t t p : / / k z t - h o j o . j p

Ａ
型
補
助
額

Ｂ
型
補
助
額

申
請
受
付
期
限 HEMS

LED照明

高効率エアコン
窓断熱

エコキュート

太陽熱

コージェネ

蓄電池
V2H

太陽光発電

レジリエンス強化

安心

見える化

ピークシフトピークカット

【家庭のエネルギーをスマート・エコに！】

CO2削減 創る

賢く使う減らす

自立分散型
エネルギーがあれば、
停電してもあんしん！
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●

10：30～11：00  彦根城本丸（天守前）
13：30～14：00／15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

8月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑭

オオトックリイチゴの一期一会 （或いは、イチョウの精子発見から120年）
　彦根城の「オオトックリイチ
ゴ」は、彦根城以外では知られ
ていない固有種だ。城山にの
ぼると鐘の丸売店横にこのイチ
ゴの説明を記した大きな看板
が建っている。
　『自生の「ナワシロイチゴ」と
中国・朝鮮半島原産の「トック
リイチゴ」が自然交配して生ま
れた雑種であると考えられてい
ます。６月に開花し紅紫色の５
枚の小さな花弁をつけます。そ
して７月になると淡紅色に熟し
た果実が実ります。
　日本の植物学の父である牧
野富太郎が明治27年に発見。
その後、イチョウの精子発見者
として世界的に知られる平瀬
作五郎が牧野の依頼で標本を
製作し、共同で学会誌に発表し
ました。学名には牧野と平瀬の
名が記されています。』
　オオトックリイチゴの学名
Rubus Hiraseanus Makinoは、日
本の植物学の大スターのダブ
ルネームで、もうこれ以上にな
い彦根の宝物のような植物な
のだ。そして、調べれば調べる
ほど、知れば知るほど宝物は輝
きを増す。
　ナワシロイチゴは日本の山野
に自生するごく普通の植物だ。
苗代の頃に実が赤く熟す。
　では、中国大陸及び朝鮮半
島が原産のトックリイチゴがど
のようにして彦根に伝来し、彦
根城で育っていたのか!?
　オオトックリイチゴの発見場
所は現在の彦根城博物館の辺
りであるという。江戸時代には
表御殿だったところだ。トック
リイチゴは庭園の植栽に用い
られる植物である。何回目の

朝鮮通信使か判らないが、観
賞にと彦根のお殿様に献上し
たのかもしれない。そう考える
と辻褄が合い、表御殿跡での
発見も納得できる。
　牧野は、伊吹山の植物採集
の途中に彦根城に立ち寄り発
見したという。この時は茎葉（け
いよう）だけだったため、明治
34年（1901）と35年（1902）に
平瀬作五郎に標本を依頼。平
瀬はオオトックリイチゴの果実
と花のついた標本を作成し牧
野に送った。この標本により牧
野は新種と判断し、明治35年
に『植物学雑誌』第16巻に発
表した。
　牧野は文久2年（1862）土
佐に生まれた。94年の生涯に
おいて収集した標本は約40
万。命名は2,500種以上（新種
1,000、新変種1,500）、自らの
新種発見も600種余りといわ
れる。日本植物分類学の基礎
を築いた人物だ。
　牧野は明治14年（1881）に
初めて伊吹山を訪れ、その後も
たびたび植物探査と採取を行
っている。伊吹山もまた固有種
の宝庫である。牧野はこの山
に魅せられたのだろう。明治

の丸売店横のオオトックリイチ
ゴを誇らしく観察してみてはど
うだろう。まさに一期一会、近
代の近江が、遠望する個人の
興味によって様々に展開する
に違いない。
　ところで、頭にイチョウの葉
を載せた白猫「ぎんにゃん」と
いうゆるキャラがいる。彦根東
高校の公式キャラクターだ。何
故、イチョウで、白猫なのか。
　白い猫は、彦根藩第二代藩
主井伊直孝が東京世田谷の豪
徳寺で白猫に招かれたという日
本の招き猫発祥説に因るもの
だろう。そして、イチョウの葉と
その名前「ぎんにゃん」は平瀬
に由来するのだろう。
　ちなみに、平瀬は明治29年
（1896）「いてふノ精虫に就テ」
という論文を発表している。こ
の論文が翌年ドイツ語で紹介
され世界の植物学者を驚かせ
た。そして同年９月、平瀬は帝
国大学を退職し、彦根中学校
の教諭心得になっている。
　今年は、平瀬の論文が発表
されて120周年である。もっと
話題になってもよさそうなもの
である。文化のレベルを問われ
ているような気がしてならない。

21年（1888）26歳の時、小澤
壽衛（すえ）と結婚している。
壽衛は、旧彦根藩士小澤一政
の次女である。牧野が彦根城
を訪れたのも、そんな縁があっ
たからだろうか。
　平瀬作五郎はというと、安政
３年（1856）福井藩士の長男と
して生まれた。平瀬はイチョウ
精子を発見した人物だ。それ
は開国後、欧米の近代科学を
学んだ成果であり、植物学上の
世界的な大発見だった。
　そして何より重要なのは、平
瀬が彦根尋常中学校（現在の
滋賀県立彦根東高等学校）に
明治30年（1897）～明治37年
（1904）まで勤務していたこと
である（『彦根東高百二十年史』）。

　牧野が平瀬に標本を依頼し
たのは、明治34年７月と35年
６月。牧野が明治27年に茎葉
を発見してから、標本づくりを
依頼するまで７年。何故７年の
タイムラグが生じたのかは、興
味深い謎である。
　平瀬は、江戸、明治、大正と
生き、牧野に至っては昭和をも
生きた。オオトックリイチゴが、
花咲く頃も実のなる頃も過ぎて
しまったが、機会があれば、鐘

8 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
テーマ展
「兜 その形と美」
～星兜から変わり兜まで～
▶開催中～8／30（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
兜は、甲冑の中でも頭部を守る重要な
防具です。その形は、戦闘形態の違い
にともなって変化し、時には自己を主張
するために華美な装飾を施すこともあ
りました。兜に求められた機能性や装
飾性を、館蔵品を通して見ていきます。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ひこねフラッシュモブ2016
▶8／13（土）
  １回目 13：00～／２回目 14：00～
▶四番町スクエア
子供も大人もみんな踊れば、心おどる！
ひこねでおどる！！今年も四番町スクエ
アでフラッシュモブを開催します！当日
飛び入り参加もOK！みんなで彦根を
盛り上げよう！！

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

ひこねで朝市
▶8／ 21（日）８：００～１２：００ 
▶極楽湯駐車場付近
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶8／21（日）9：30～14：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第1６回フリーマーケットがディリパ彦根
で開催されます。館内での開催ですの
で、雨天でも安心してご来館ください。

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

五感で楽しむ
バランス和食
▶8／26（金）10：30～12：45
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 1,000円（税込）
▶定員 12名（応募多数の場合抽選）
▶申込締切 ８／ 12（金）
MENU・あっさりチキンカツ 野菜の生
春巻き・切干大根のピリ辛ナムル・豆乳
とクリームチーズのムース 茹で海老のせ
・ひじきの五目炊き込みごはん・豆腐白
玉の味噌汁・黒糖の田舎まんじゅう・紅茶

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

テーマ展
「井伊家伝来
　 狂言の面と装束」
▶9／2（金）～9／27（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
狂言は、猿楽の滑稽のものまね芸が洗練
されて、鎌倉時代から室町時代に成立し
た喜劇です。本展では、能面、能装束とは
異なる、狂言の諧謔味ある面や大胆なデ
ザインの装束の魅力を紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp
彦根市立図書館創設100周年記念事業
所蔵資料特別講演会
「松原村御除地絵図を読み解く」
▶9／4（日）14：00～
▶講師：渡辺恒一氏
　　　  （彦根市教育委員会 彦根城博物館）
▶鳥居本地区公民館 会議室
▶料金 無料 ※要申込

「御城内御絵図・御城下惣絵図
から世界遺産を考える」
▶9／11（日）14：00～
▶講師：谷口徹氏
　　　  （元彦根市教育委員会 文化財部長）
▶高宮地域文化センター ホール
▶料金 無料 ※要申込
図書館の貴重資料から、彦根の歴史を
発見します。

彦根市立図書館 TEL.22-0649

Dutch de Cooking
（ダッチでクッキング）
▶9／6（火）10：30～12：30
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 無料
▶定員８名（応募多数の場合抽選、初回
　の方に限ります）
▶申込締切日８／30（火）
MENU ・野菜カレー・ゆで卵・バナナミ
ルクマフィン・紅茶
ガスコンロの概念を変える！人気のダッ
チオーブン調理を体験しませんか？
ご参加いただいたお客様にはダッチ
オーブンで調理したワンプレートディッ
シュを試食していただけます。

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

第50回 彦根城能

▶９／10（土） 開場15：00 開演15：30
▶彦根城博物館能舞台
▶料金（全席指定）※未就学児入場不可
　A席5,500円・B席5,000円
▶チケット発売 8／10（水）
　窓口販売 9：00～ 電話販売10：００～

金剛流　能「巴」  今井 清隆 ほか
大蔵流狂言「魚説経」  茂山 正邦 ほか
金剛流　能「枕慈童」  種田 道一 ほか

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

玄宮園で
虫の音を聞く会
▶9／10（土）～25（日） 
　18：30～21：00（入場は20：30まで）
▶彦根城内玄宮園
▶入場料 大人700円、小中学生350円
旧彦根藩主「井伊家」の大名庭園「玄宮
園」は、江戸の文化の贅を尽くした池泉回
遊式の庭園です。この玄宮園から眺める
国宝天守と名月は、格別の美しさを誇り
ます。 初秋の一夜、ライトアップされた玄
宮園で、虫の音を聞きながら邦楽・呈茶。
大名庭園での一夜をお楽しみください。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶9／10(土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイト
バザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

リンボウ先生に学ぶ
能の世界
▶９／22（木・祝） 
　開場13：30 開演14：00
▶彦根城博物館能舞台
▶無料（全席自由）※未就学児入場不可
▶定員200名（定員に達し次第、受付終了）
【第１部】講演『世阿弥の教えたこと』
　　　  ～風姿花伝を読んでみる～
講師：林 望（はやし のぞむ） 作家・国文学者
【第２部】ワークショップ「謡入門」　
講師：坂口 貴信（さかぐち たかのぶ）
　　  能楽師 シテ方観世流
国文学者・林望氏をナビゲーターに、講演
とワークショップで能の魅力に迫ります。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp
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明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2016年9月15日まで 有効期限2016年9月15日まで 有効期限2016年9月15日まで

有効期限2016年9月15日まで 有効期限2016年9月15日まで 有効期限2016年9月15日まで

お買い物
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

MAP

創業文化六年

彦根市本町一丁目3-37
tel.0749-22-6003
営業時間 8：30～18：00
定休日　火曜日

お中元期間限定！
8月31日まで 配送一ヵ所
あたり5,400円以上 送料
無料キャンペーン中！

●若あゆ・水羊羹・
　　　埋れ木詰合せ　3,164円～
●友禅流し・埋れ木詰合せ  2,872円～
●友禅流し （小）864円、（大）1,296円
●若あゆ5個入り  1,026円～

 ※いずれの商品も税込、送料別 

若あゆ

友禅流し（大）
彦根市西今町933番地
TEL.0749-27-0050

東近江市中野町268番地
TEL.0748-20-0050

近江八幡西庄町985番地
TEL.0748-32-0050

彦根市西今町939番地
TEL.0749-22-5000

彦根市西沼波町191番地
TEL.0749-24-9500

犬上郡多賀町多賀1479番地
TEL.0749-48-7500

安 心 と 信 頼 の ネ ッ ト ワ ー ク

キリンビール滋賀工場長
中居  隆幸
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1,000円以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を
オフィスコンビニのココがイイ!!
● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに
● 契約書不要の簡単申込み
● 定期的な訪問で補充も万全
● 面倒な管理も一切不要

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～

料金は飲んだ分だけ！全て格安

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

ワンドリンク無料

本格的な和食が味わえるカジュアルな割烹
料理店。京都祇園の割烹で修業した店主が
調理する料理は、素材にこだわり、味も繊細
で美味。落ち着ける店内も魅力です。
ぜひ一度ご来店ください。

○彦根市後三条町478  ○電話番号 0749-23-9822  ○定休日 月曜日
○営業時間 午後5時～午前1時  ○駐車場 道向かいにＰあり

・メニュー
造り盛り合わせ（2人前）
　　　　　　  2,800円
金目鯛西京焼     850円
甘海老唐揚        800円
鯛の土鍋飯     1,200円
                            他

※楽器本体は対象外です。

・２時間以上のご利用でスタジオ料金１０％off
・アクセサリー1,０００円以上の買い物で５％off

彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 水曜日

●各種楽器販売
ギター、ベース、ドラム、アンプ、エフェ
クター、ウクレレ、関連アイテムなどを
取り揃えています。
●店頭リペア対応可
リペアマン常駐！即日対応可！
改造や調整のご相談も承ります。
●練習スタジオ完備
モニタリングにこだわった練習スタジ
オを設置。低価格レコーディングにも
今後対応予定です。

・楽器修理致しますのでなんでもご相談くだ
さい。（ギター、ベース、アンプ各種、管楽器等）
・スタジオレンタル1,800円／ｈ～

http://www.kirin.co.jp/products/beer/ichiban/ji/is_47/
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